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　 鹿 児 島 市 谷 山 港 か ら 出 航 し た 水 産 学 部 附 属 練 習 船 「 か ご し ま 丸 （ 国 際 総 ト ン 数

1, 2 8 4 ト ン ） 」 の 雄 姿 で す 。 短 期 航 海 や 日 帰 り 航 海 を 行 う 「 南 星 丸 」 に 対 し 「 か ご し ま

丸 」 は 日 本 沿 岸 か ら 近 海 、 北 西 太 平 洋 な ど の 遠 洋 区 域 を 実 習 海 域 と し て 1 週 間 か ら

5 0 日 程 度 の 中 長 期 航 海 を 行 い ま す 。 熱 帯 ・ 亜 熱 帯 水 域 に お け る 洋 上 教 育 の た め の

共 同 利 用 拠 点 と し て 、 本 学 水 産 学 部 ・ 大 学 院 の 利 用 は も と よ り 、 他 学 部 ・ 大 学 院 お

よ び 他 大 学 へ の 供 用 が 行 わ れ て い ま す 。 航 海 術 、 高 度 水 産 技 術 の 習 得 に 加 え 、 洋

上 と い う 環  境 を  長  期  体  験  す る こ と に よ り シ ー マ ン シ ッ プ を  養 う 場 と な っ て い ま す 。

　 明 治 維 新 1 5 0 年 の 2 0 1 8 年 、 鹿 児 島 市 と 山 口 市 が 明 治 維

新 1 5 0 年 を 記 念 し た 地 方 創 生 プ ロ ジ ェ ク ト を 展 開 し 、 そ

の 一 環 と し て 、 鹿 児 島 大 学 と 山 口 大 学 の 、 両 農 学 部 が 連

携 協 力 し 、 地 元 の 酒 を 造 る 「 薩 長 同 盟 酒 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を

企 画 し ま し た 。

　 今 回 紹 介 す る 鹿 児 島 大 学 ブ ラ ン ド 焼 酎 「 薩 摩 熱 徒 」 は 、

両 大 学 の 学 生 が 協 力 し 、 鹿 児 島 で 栽 培 し た 酒 米 （ 山 田 錦 ）

と サ ツ マ イ モ （ コ ガ ネ セ ン ガ ン ） を 使 っ て 開 発 ・ 製 造 し た

も の 。 本 学 の 誇 る 篤 姫 酵 母 と 黄 麹 で 醸 さ れ た 、 柔 ら か な

甘 み と 華 や か な 香 り が 特 徴 で す 。

　 な お 、 本 焼 酎 の 命 名 と ラ ベ ル デ ザ イ ン は 鹿 児 島 大 学 の

学 生 に よ る も の で す 。

今 号 の 表 紙  「 水 産 学 部 附 属 練 習 船 か ご し ま 丸 」  

本 格 焼 酎  薩 摩 熱 徒

鹿 大 プ ラ ス で は 、 鹿 児 島 大 学 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー で 販 売 し て い る 鹿 児 島

大 学 の 研 究 ・ 教 育 活 動 の 成 果 と し て 完 成 し た 商 品 を 紹 介 し ま す 。

 本 格 焼 酎 薩 摩 熱 徒 　 容 量 ： 7 2 0 ml 　 度 数 ： 2 5 度 　 価 格 ： 2, 0 0 0 円 （ 8 % 税 込 ） ※ 消 費 税 増 税 に 伴 う 価 格 改 定 の 予 定 あ り

お 求 め ・ お 問 い 合 わ せ 先 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー （ 鹿 児 島 大 学 正 門 横 ）

鹿 大 プ ラ ス

☎ 0 9 9 - 2 8 5 - 3 8 6 4 　 開 館 時 間 ： 月 曜 日 ～ 金 曜 日 （ 休 日 ・ 祝 祭 日 を 除 く ） 　 ９ ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 （ 昼 休 み 1 3 ： 0 0 ～ 1 4 ： 0 0 ）



平 成

3 1年 ４ 月 に 、 鹿 児 島 大 学 第

1 3代 学 長 に 就 任

し た 佐 野 輝 学 長 に 大 学 運 営 に あ た っ て の 抱 負 を 聞い た 。学 長 就 任 に あ た  っ  て
鹿 児 島 大 学 長 に 就 任 し た 佐 野 輝 で す 。 学 長 就 任

に あ た り 、 改 め て そ の 重 責 に 身 の 引 き 締 ま る 思 いで す 。 も と よ り 様 々 な 事 業 の 推 進 や 改 革 な ど 皆 さま の 協 力 な し に は 成 し 得 ず 、 重 ね て 皆 さ ま の ご 協力 を お 願 い し ま す 。
鹿 児 島 大 学 は 、 ９ つ の 学 部 と ９ つ の 大 学 院 研 究

科 を 擁 し 、 約
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名 の 大 学 院 生 （ う ち 留 学 生 約

3 0 0

名 ） が 在 籍 し

て い ま す 。 こ れ ま で に

1 0万 名 を 超 え る 卒 業 生 を 輩

出 し 、 国 内 は も と よ り 世 界 の 各 地 で 、 人 類 の 平 和と 繁 栄 な ら び に 福 祉 の 向 上 の た め に 大 き な 足 跡 を残 し て き て い ま す 。
鹿 児 島 大 学 の 起 源 は 、

1 7 7 3

年 に 設 立 さ れ た

藩 学 造 士 館 に さ か の ぼ り ま す が 、 明 治 以 降 に 設 立さ れ た 第 七 高 等 学 校 造 士 館 を は じ め 各 種 の 高 等 専門 学 校 を 統 合 し 、 昭 和

2 4年 に 新 制 国 立 鹿 児 島 大 学

鹿 児 島 大 学 第

1 3代 学 長

　 佐 野

輝

学 長

就 任

「 南 九 州 か ら 世 界 に 羽 ば た く グ  ロ  ー  カ  ル 教 育 研 究 拠 点  ・  鹿 児 島 大 学 」  を 目 指 し  て
特 集
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2 4年 に 新 制 国 立 鹿 児 島 大 学

鹿 児 島 大 学 第

1 3代 学 長

　 佐 野

輝

学 長

就 任

「 南 九 州 か ら 世 界 に 羽 ば た く グ  ロ  ー  カ  ル 教 育 研 究 拠 点  ・  鹿 児 島 大 学 」  を 目 指 し  て
特 集

と し て 発 足 し 、 今 年 で

7 0周 年 の 節 目 を 迎 え ま す 。

さ て 、 私 は 、

2 0 1 9

年 度 か ら の

4年 間 の 学 長

と し て の 任 期 に お き ま し て 、  「 教 育 」  、  「 研 究 」  、  「 社会 貢 献 」  、  「 診 療 」  、  「 管 理 運 営 」 に お け る 以 下 の

5

つ の 基 本 目 標 に 取 り 組 ん で い こ う と 考 え て い ま す 。「 教 育 」 に 関 し ま し て は 、 グ ロ ー バ ル な 視 点 を有 す る 地 域 人 材 、 す な わ ち グ ロ ー カ ル 人 材 の 養 成に 向 け た 教 育 改 革 に 取 り 組 み ま す 。 国 際 バ カ ロ レア 入 試 や 外 部 英 語 入 試 を 活 用 し 、 学 部 ・ 大 学 院 教育 に お け る 英 語 教 育 の 充 実 を 図 り 、 教 育 の 国 際 標準 化 に 努 め ま す 。 稲 盛 和 夫 基 金 に よ り 設 立 さ れ た鹿 児 島 大 学

2 1世 紀 版 薩 摩 藩 英 国 留 学 生 派 遣 事 業

「
U
C
L

稲 盛 留 学 生 」 制 度 の 運 営 の 充 実 を 図 り 、

文 部 科 学 省  「 大 学 の 世 界 展 開 力 強 化 事 業 」  で の  「 米国 か ら 鹿 児 島 、 そ し て ア ジ ア へ

―

多 極 化 時 代 の

三 極 連 携 プ ロ グ ラ ム 」 の 運 営 を 開 始 し ま す 。「 研 究 」 に 関 し ま し て は 、 大 学 の 強 み と 特 色 を生 か し た 学 術 研 究 の 推 進 を 行 い ま す 。 稲 盛 和 夫 基金 、 鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 を は じ め と し た基 金 の 活 用 で 、 若 手 や 競 争 的 資 金 の 獲 得 が 難 し い基 礎 研 究 や 人 文 社 会 学 分 野 な ど へ も 支 援 体 制 を 作り 、 地 域 特 有 の 課 題 研 究 を 推 進 す る と と も に 、 先進 的 で 卓 越 し た 研 究 を も 促 進 し ま す 。「 社 会 貢 献 」 に 関 し ま し て は 、 南 九 州 ・ 南 西 諸島 を 中 心 と し た 地 域 が 抱 え る 課 題 に 対 処 す る よ う考 え ま す 。 地 域 ニ ー ズ に 応 じ た 社 会 人 教 育 や 地 域と の 定 期 的 協 議 を 行 う な ど 連 携 の 強 化 を 行 い 、 産官 学 の 連 携 を 密 に す る こ と を 図 り ま す 。

特 集
鹿 児 島 大 学 第 1 3 代 学 長 　 佐 野 輝 学 長 就 任

「 南 九 州 か ら 世 界 に 羽 ば た く グ ロ ー カ ル 教 育 研 究 拠 点 ・ 鹿 児 島 大 学 」 を 目 指 し て
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「 診 療 」 に 関 し ま し て は 、 附 属 病 院 を 有 す る 大学 の 機 能 と し て 、 先 端 的 基 礎 的 研 究 か ら 橋 渡 し 研究 の 結 果 と し て の 先 進 的 医 療 を 実 践 し 、 地 域 性 を生 か し た 質 の 高 い 医 療 を 行 う と と も に 次 世 代 の 教育 に 努 め ま す 。「 管 理 運 営 」 に 関 し ま し て は 、 学 長 戦 略 室 を 含む Ｉ Ｒ 体 制 や 監 査 機 能 を 充 実 さ せ て 、 自 ら を よ く知 り 、 評 価 結 果 を 改 革 に 生 か し ま す 。
こ の よ う な 活 動 を 通 し て 、 大 学 の 再 生 を 図 り 、

そ の 存 在 が 国 民 に 明 確 に 認 識 さ れ 、 地 域 社 会 な らび に 国 際 社 会 に 貢 献 し 、 本 学 の 全 構 成 員 、 卒 業 生 、地 域 が 誇 り と す る 鹿 児 島 大 学 を 目 指 し て い ま す 。逆 境 さ え も 自 ら  の 糧 に

！ ！  

遡 る こ と お よ そ １ ５ ０ 年 前 、 日 本 は 、 明 治 維 新

と い う 大 変 革 の 時 代 で し た 。 こ こ 鹿 児 島 は 、 そ うし た 我 が 国 の 変 革 と 近 代 化 を 推 進 し た 西 郷 隆 盛 や大 久 保 利 通 な ど 、 数 多 く の 人 材 を 輩 出 し て き た 地で す 。
さ て 、 現 在 に 目 を 向 け ま す と 、 平 成 か ら 令 和 へ

の 改 元 、 そ し て 、 少 子 高 齢 化 や

S
o
ciety

5.0を は じ

め と し た 超 情 報 化 社 会 の 到 来 な ど 、 対 策 に 待 っ たな し の 大 変 革 の 時 代 を 迎 え て い ま す 。 国 立 大 学 にお い て も 、 時 代 の 潮 流 に 揉 ま れ な が ら も 、 次 の 数

十 年 先 を 見 据 え た 改 革 ・ 運 営 を 迫 ら れ て い ま す 。
本 学 の 大 学 憲 章 で は 、  「 自 主 自 律 と 進 取 の 精 神

を 培 い 、 自 ら 困 難 に 立 ち 向 か い 、 地 域 社 会 や 国 際社 会 で 活 躍 し う る 人 材 を 育 成 す る 」 と 謳 っ て い ます 。
私 の 敬 愛 す る 本 学 第 ７ 代 学 長 を 務 め ら れ た 井 形

昭 弘 先 生 は 、 四 半 世 紀 も の 前 に ま と め ら れ た 著 書

こ れ は 、 私 の 父 も 座 右 の 銘 と し て いた 「 人 間 の 価 値 は 棺 を 覆 っ た の ち に定 ま る で 、 生 死 未 だ 断 じ な い で 妄 陳し て は い け な い 」 と い う 老 僧 隠 元 の一 句 で 、 苦 し い と 思 う 時 に も 、 高 らか に お お ら か に 善 意 を 失 わ ず 、 常 に前 向 き に 、 人 を 包 め る よ う に と 肝 に銘 じ て い ま す 。

老 僧 隠 言 の 一 句
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さ て 、 現 在 に 目 を 向 け ま す と 、 平 成 か ら 令 和 へ

の 改 元 、 そ し て 、 少 子 高 齢 化 や

S
o
ciety

5.0を は じ

め と し た 超 情 報 化 社 会 の 到 来 な ど 、 対 策 に 待 っ たな し の 大 変 革 の 時 代 を 迎 え て い ま す 。 国 立 大 学 にお い て も 、 時 代 の 潮 流 に 揉 ま れ な が ら も 、 次 の 数

十 年 先 を 見 据 え た 改 革 ・ 運 営 を 迫 ら れ て い ま す 。
本 学 の 大 学 憲 章 で は 、  「 自 主 自 律 と 進 取 の 精 神

を 培 い 、 自 ら 困 難 に 立 ち 向 か い 、 地 域 社 会 や 国 際社 会 で 活 躍 し う る 人 材 を 育 成 す る 」 と 謳 っ て い ます 。
私 の 敬 愛 す る 本 学 第 ７ 代 学 長 を 務 め ら れ た 井 形

昭 弘 先 生 は 、 四 半 世 紀 も の 前 に ま と め ら れ た 著 書

こ れ は 、 私 の 父 も 座 右 の 銘 と し て いた 「 人 間 の 価 値 は 棺 を 覆 っ た の ち に定 ま る で 、 生 死 未 だ 断 じ な い で 妄 陳し て は い け な い 」 と い う 老 僧 隠 元 の一 句 で 、 苦 し い と 思 う 時 に も 、 高 らか に お お ら か に 善 意 を 失 わ ず 、 常 に前 向 き に 、 人 を 包 め る よ う に と 肝 に銘 じ て い ま す 。

老 僧 隠 言 の 一 句

の 中 で 、 そ の 当 時 既 に 、  「 地 域 の 特 性 を い か し 、鹿 児 島 の こ と に 関 し て は ど こ に も 負 け な い 分 野 を持 っ た 魅 力 あ る 大 学 で な け れ ば な ら な い 。  」 と 今日 の 鹿 児 島 大 学 の 目 指 す 方 向 性 を 示 さ れ て お り まし た 。
そ の た め の 方 策 と し て 、 鹿 児 島 に 愛 着 を 持 っ た

教 授 陣 の 集 約 、 産 学 協 働 の 勧 め 、 生 涯 教 育 の 推 進を 説 か れ 、  さ ら に 、  「 大 学 の 内 な る 国 際 化 」  を 進 め 、国 際 的 発 信 を 行 う 真 の グ ロ ー カ ル 化 が 必 要 と 述 べら れ て い ま す 。 そ の よ う な 井 形 先 生 の 思 い が 、 学長 所 信 表 明 で 述 べ た 「 南 九 州 か ら 世 界 に 羽 ば た くグ ロ ー カ ル 教 育 研 究 拠 点 ・ 鹿 児 島 大 学 」 の 原 点 なの で す 。
鹿 児 島 で は 祝 い 事 の 際 の 雨 を 「

島 し ま づ

津
雨 あ め

」 と 言 い 、

吉 兆 の し る し と さ れ て い ま す 。 催 事 の よ う な 大 事な 場 面 で の 雨 天 は 、 一 般 的 に は 嫌 わ れ そ う な も ので す が 、 そ う し た 障 害 さ え も 、 ポ ジ テ ィ ブ に 捉 えて 進 ん で い こ う と い う 独 自 の 文 化 を 感 じ ま す 。
は じ め に 、 明 治 維 新 の こ と に つ い て 少 し 触 れ ま

し た 。 現 在 で は 、 現 存 す る 史 料 等 に よ り 、 そ の 当時 の 状 況 を 想 像 ・ 推 察 す る こ と し か で き ま せ ん 。先 人 達 は 、 想 像 を 絶 す る 逆 境 を 乗 り 越 え 、 今 の 世の 中 を 形 成 し て き た こ と で し ょ う 。 過 去 は 、 変 える こ と は で き ま せ ん が 、 未 来 は 、 い く ら で も 創 造す る こ と が で き ま す 。 今 後 、 幾 多 の 困 難 が 待 ち 受け て い よ う と 、 進 取 の 精 神 の 下 、 逆 境 を 乗 り 越 える の で は な く 、 逆 境 さ え も 自 ら の 糧 に し て 、 地 域と 共 に 成 長 し 続 け る 大 学 を 目 指 し て い き ま す 。

佐 野 学 長 　 略 歴

昭 和 5 6 年 3 月 神 戸 大 学 医 学 部 医 学 科 卒 業

昭 和 6 0 年 3 月 愛 媛 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 博 士

課 程 修 了 （ 医 学 博 士 号 取 得 ）

昭 和 6 0 年 4 月 愛 媛 大 学 医 学 部 助 手

昭 和 6 1 年 8 月 米 国 ミ シ ガ ン 大 学 精 神 衛 生 研 究

所 で 研 究 に 従 事

昭 和 6 3 年 8 月 愛 媛 大 学 医 学 部 助 手

平 成 4 年 1 月 愛 媛 大 学 医 学 部 附 属 病 院 講 師

平 成 5 年 1 1 月 新 居 浜 精 神 衛 生 研 究 所 附 属 新 居

浜 精 神 病 院 医 師

平 成 6 年 6 月 愛 媛 大 学 医 学 部 附 属 病 院 講 師

平 成 8 年 9 月 愛 媛 大 学 医 学 部 助 教 授

平 成 1 4 年 9 月 鹿 児 島 大 学 医 学 部 教 授

平 成 1 5 年 4 月 鹿 児 島 大 学 大 学 院 医 歯 学 総 合 研

究 科 教 授

平 成 2 5 年 4 月 鹿 児 島 大 学 医 学 部 長

（ ～ 平 成 2 9 年 3 月 ）

平 成 2 5 年 4 月 国 立 大 学 法 人 鹿 児 島 大 学 教 育 研

究 評 議 会 評 議 員

（ ～ 平 成 3 1 年 3 月 ）

平 成 2 9 年 4 月 鹿 児 島 大 学 大 学 院 医 歯 学 総 合 研

究 科 長 （ ～ 平 成 3 1 年 3 月 ）

平 成 3 1 年 4 月 国 立 大 学 法 人 鹿 児 島 大 学 学 長

（ ～ 現 在 ）

佐  野  学 長 っ て ど ん な ヒ ト ?

専 門 は 精 神 神 経 科 学

精 神 科 医 出 身 の 学 長 は 珍 し い と の こ と 。

佐  野  学 長 っ て ど ん な ヒ ト ?佐  野  学 長 っ て ど ん な ヒ ト ?
趣 味 は 魚 釣 り ！ ！

見 て く だ さ い 、こ の 釣 果 を ！ ！
精 神 科 医 出 身 の 学 長 は 珍 し い と の こ と 。

鹿 児 島 大 学 桜 ヶ 丘 祭 で

M V T （ M o s t V al u a bl e T e a c h e r ） 賞 を

4 年 連 続 受 賞 （ H 1 7 - 2 0 ）！ ！

教 育 の 現 場 で は 、 学 生 か ら も 慕 わ れ て い ま し た 。

歴 史 ・ 地 理 好 き ！ ！
鹿 児 島 の 歴 史 ・ 地 理 に 明 る い ！

特 集
鹿 児 島 大 学 第 1 3 代 学 長 　 佐 野 輝 学 長 就 任

「 南 九 州 か ら 世 界 に 羽 ば た く グ ロ ー カ ル 教 育 研 究 拠 点 ・ 鹿 児 島 大 学 」 を 目 指 し て
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古 墳 を 通 じ て
国 家 の 成 り 立 ち を

考 え る

鹿 児 島 大 学 総 合 研 究 博 物 館

［ 学 位 ］ 修 士 （ 文 学 ） 早 稲 田 大 学

［ 所 属 学 会 ］ 日 本 考 古 学 協 会 、 考 古 学 研 究 会 、 日 本 考 古

学 会 、 日 本 文 化 財 科 学 会

［ 専 門 分 野 ］ 考 古 学 （ 古 墳 時 代 ） 、 文 化 財 科 学 ・ 博 物 館 学

［ 研 究 テ ー マ ］ 古 代 日 本 列 島 の 国 家 形 成 過 程 に お け

る 地 域 間 交 流 と 社 会 変 革 に 関 す る 研 究 、 考 古 学 に

よ る 古 代 東 ア ジ ア の 交 流

橋 本 達 也 (  は  し も と ・  た  つ  や )  教 授  

橋 本

 達 也

 

先 生

「 古 代 東 ア  ジ  ア  の 王 陵 」

（ 共 通 教 育 科 目 ）

総 合 研 究 博 物 館

　 教 授

話 す 。  「 軋 轢 が 生 じ る こ と も あ り ま すが  、 近 隣 の 国 と し て  つ ね に お 互  い 影 響し 合 う

”不 即 不 離

“の 関 係 と 言 え  ま す 」

　 古 墳 が 造 ら れ な く な  っ  た 日 本 列 島 に
お  い  て 、  そ  の 後 、  権 力 者 の 墓 造 り は どの よ う に 変 遷 し た  の か  。  講 座 の 後 半 では 、  古 墳 時 代 以 降 の 墓 の 歴 史 に  つ  い  て話 が 進 め  ら れ た 。  「 奈 良 時 代 に な る と 、地 位 の 高  い 人 々 は 仏 式 の 火 葬 を 選 び 、墓 は 骨 壷 を 小 さ な 穴 に 入 れ る 程 度 のも  の  へ  と 変 わ り ま  し た 」  。  鎌 倉 ・ 室 町 時代 の 名 だ た る 将 軍 や 武 将 の 墓 も 所 在不 明  の も  の  が 多 く 、  歴 代 天 皇  の 陵 墓 も中 世 に は き ち ん と 継 承 さ れ  て  い  た 形 跡が な  い  の だ  と  い  う 。  と  こ ろ が  、  江 戸 時 代に 入 る と 、  日 光 東 照 宮 に 代 表 さ れ る  よう に 、  権 力 者  の 霊 を 祀 る 場 が 政 治 的 に利 用 さ れ る よ う に な る 。  「 埋 葬 さ れ る人 物 が 神 聖 な 存 在 で あ る こ と を 証 明し 、  過 去 に 遡  っ  て 正 当 な 存 在 で あ る こと を 示 す 必 要 が あ る と き 、  モ  ニ  ュ  メ  ン  トと  し て  の 墓 が 現 れ  て  い  ま す 」  。  幕 末 期 から 明 治 期 に な る と 、  尊 王 攘 夷 、  勤 皇思 想  の 高 ま り と と も  に 、  中 世 に は 継 承さ れ  て  い  な か  っ  た は ず  の 天 皇 陵 の 探 索 、治 定 と 整 備 が 進 ん だ と  い う 。  「 現 在 、天 皇 陵 と 言 わ れ  て  い  る 古 墳 は 、  日 本 近

代 化  の 遺 産 と も 言 え  ま す 」
　 受 講 し  て  い  た 小 倉 茉 侑 子 さ ん  （ 教 育

学 部 1 年 生 ）  は  「 教 科 書 に 出 て  く る  こと を 覚 え  る  の  が 歴 史  の 勉 強 だ  と 思  っ  て  いま し た が  、  い  ろ  い  ろ 考 え さ せ  ら れ る 奥 の深  い  分 野 で  す 」  と 感 想 を 話 す  。  社 会 人受 講 生  の 川 崎 達 雄 さ ん  も  「 歴 史 に  は さま ざ ま な 見 方 が あ る  こ と に 気 づ  か さ れて  い  ま す  。  真 理 を 探 究 し て  い  き た  い  」  と語 る 。  数 多 く の 調 査 研 究 に 携 わ  っ  て きた 橋 本 先 生 は  「 考 古 学 は 、  住 居 跡 や 土器 な ど  モ  ノ  （ 物 質 ）  資 料 の 分 析 を 通 じて 文 書 に 書 か れ  て  い  な  い  過 去 を 復 原 し 、人 類  の 歴 史 を 学 ぶ 学 問 。  新 し  い  資 料 が発 見 さ れ  て 通 説 が 大 き く 変 わ る  こ  と も頻 繁 に あ る 。  多 面 的 な も  の  の 考 え 方 を学 ん で  ほ し  い  で す 」  数 多 く の 調 査 研 究に 携 わ  っ  て  き た 橋 本 先 生  の  メ  ッ  セ  ー  ジ  だ 。

　 古 墳 を 手 が か り と し て 、 考 古 学 的
手 法 に よ  っ  て 古 代 日 本 を 含 む 東 ア ジア の 歴 史 を 学 ぶ 授 業 が  「 古 代 東 ア ジア の 王 陵 」  。 考 古 学 者 ・ 橋 本 達 也 先生 の 解 説 の も と 、 東 ア ジ ア 各 地 域 の史 跡 や 資 料 な ど の ス ラ  イ ド 映 像 を 見な が ら 歴 史 を ひ も と く 講 座 だ 。 東 アジ ア と い う 広 い 視 野 の 中 で 、 日 本 列島 の 古 墳 の 盛 衰 と 国 家 の 成 り 立 ち をと ら え る ほ か 、 近 ・ 現 代 に お け る 王陵 の 位 置 づ け に  つ  い  て 考 察 す る な ど 、多 面 的 な 歴 史 の 見 方 に つ  い て 理 解 を深 め る こ と も 授 業 の ね ら い と な  っ  て いる 。 本 学 の 公 開 授 業 の

一
つ と し て  も 例

年 人 気 の 高 い 考 古 学 教 室 を 覗 い た 。
　 全 長 約 5 0 0

m
を 超 え  る 巨 大 な 前 方

後 円 墳  ・  大 仙 陵 古 墳  （ 仁 徳 陵 古 墳 ）  をは  じ め  、  大 小 さ ま ざ ま な 古 墳 が 密 集 する 大 阪 の 百 舌 鳥  ・  古 市 古 墳 群 が 今 夏 、

世 界 遺 産  に  登 録 さ  れ 、  大 き な 話 題  に  な  った 。  日 本 列 島 に は 西 暦 3 世 紀 か  ら お  よそ 4 0 0 年 間 、  権 力 者  の 墓 と  し  て 巨 大な 前 方 後 円 墳 を 造  る 社 会 が 存 続 し た 歴史 が あ る 。  大 き な 墓 は 単 な る 埋 葬  の 場で  は な  い  、  と 橋 本 先 生 は 語 る 。  「 巨 大 なモ  ニ  ュ  メ  ン  ト 造 り  に  労 働 力 を 集 約 す  る 、  ある  い  は  モ  ニ  ュ  メ  ン  ト を 共 有 す  る  こ  と  に  よ  っ  て社 会 的  一  体 感 を 作 り 出 す  。  人 心 を 支 配 する 装 置 と  し  て  古 墳 は 存 在  し  て  い  ま  し  た

」

　 7 世 紀 の 半 ば 、 中 央 政 権 に  よ  っ  て 地
域 が 支 配 さ れ る よ う に な る と 各 地  の 古墳 造 り は 停 止 。 大 和 ・ 飛 鳥 地 方 で 政治 の 中 枢 に  い た 有 力 者 の 墳 墓 造 営 を最 後 に 、 国 内 の 大 規 模 墳 墓 造 り は 終焉 を 迎 え る 。  「 中 国 で 生 ま れ た 律 令 体制 に  な ら  い  、  日 本 で  も 法 律 や 制 度 に  よ  って 地 域 を 支 配 す る 段 階  へ  と 移 行 し ま した 」  。 仏 教 の 思 想 が 導 入 さ れ 、 火 葬 の風 習 が 取 り 入 れ ら れ た こ と も 古 墳 の衰 退 に  つ な が  っ  た  一  因 と  い う 。  「 律 令 制や 仏 教 な ど 、 新 し  い 思 想 や 文 化 が 大陸 や 半 島 か ら 日 本 列 島 に も た ら さ れた  の は 、 そ れ 以 前  の 時 代 か ら 相 互  の 深い  関 係 が あ  っ  た か ら  こ そ 」  。 中 国 の 文 書に 残 る 記 録 の ほ か  、 日 本 の 古 墳 に 表 れる 外 来 文 化 の 要 素 、 同 時 代 の 朝 鮮 半島 諸 地 域 の 古 墳 と の 比 較 を 通 し て 東ア ジ ア 各 地 域 の 密 接 な 交 流 の 足 跡 を読 み 解 く こ と が  で  き る 、  と 橋 本 先 生 は

潜 入 ル ポ

王 陵 の 変 遷

歴 史 を 学 ぶ と い う こ と

古 墳 は 物 語 る

神 領 1 0 号 墳 出 土 埴 輪
（ 鹿 児 島 県 曽 於 郡 大 崎 町 ）

高 句 麗 将 軍 塚 古 墳
（ 中 国 吉 林 省 集 安 市 ）

世 界 遺 産 ･ 百 舌 鳥 古 墳 群 （ 大 阪 府 堺 市 ）
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国 家 の 成 り 立 ち を

考 え る

鹿 児 島 大 学 総 合 研 究 博 物 館

［ 学 位 ］ 修 士 （ 文 学 ） 早 稲 田 大 学

［ 所 属 学 会 ］ 日 本 考 古 学 協 会 、 考 古 学 研 究 会 、 日 本 考 古

学 会 、 日 本 文 化 財 科 学 会

［ 専 門 分 野 ］ 考 古 学 （ 古 墳 時 代 ） 、 文 化 財 科 学 ・ 博 物 館 学

［ 研 究 テ ー マ ］ 古 代 日 本 列 島 の 国 家 形 成 過 程 に お け

る 地 域 間 交 流 と 社 会 変 革 に 関 す る 研 究 、 考 古 学 に

よ る 古 代 東 ア ジ ア の 交 流

橋 本 達 也 (  は  し も と ・  た  つ  や )  教 授  

橋 本

 達 也

 

先 生

「 古 代 東 ア  ジ  ア  の 王 陵 」

（ 共 通 教 育 科 目 ）

総 合 研 究 博 物 館

　 教 授

話 す 。  「 軋 轢 が 生 じ る こ と も あ り ま すが  、 近 隣 の 国 と し て  つ ね に お 互  い 影 響し 合 う

”不 即 不 離

“の 関 係 と 言 え  ま す 」

　 古 墳 が 造 ら れ な く な  っ  た 日 本 列 島 に
お  い  て 、  そ  の 後 、  権 力 者 の 墓 造 り は どの よ う に 変 遷 し た  の か  。  講 座 の 後 半 では 、  古 墳 時 代 以 降 の 墓 の 歴 史 に  つ  い  て話 が 進 め  ら れ た 。  「 奈 良 時 代 に な る と 、地 位 の 高  い 人 々 は 仏 式 の 火 葬 を 選 び 、墓 は 骨 壷 を 小 さ な 穴 に 入 れ る 程 度 のも  の  へ  と 変 わ り ま  し た 」  。  鎌 倉 ・ 室 町 時代 の 名 だ た る 将 軍 や 武 将 の 墓 も 所 在不 明  の も  の  が 多 く 、  歴 代 天 皇  の 陵 墓 も中 世 に は き ち ん と 継 承 さ れ  て  い  た 形 跡が な  い  の だ  と  い  う 。  と  こ ろ が  、  江 戸 時 代に 入 る と 、  日 光 東 照 宮 に 代 表 さ れ る  よう に 、  権 力 者  の 霊 を 祀 る 場 が 政 治 的 に利 用 さ れ る よ う に な る 。  「 埋 葬 さ れ る人 物 が 神 聖 な 存 在 で あ る こ と を 証 明し 、  過 去 に 遡  っ  て 正 当 な 存 在 で あ る こと を 示 す 必 要 が あ る と き 、  モ  ニ  ュ  メ  ン  トと  し て  の 墓 が 現 れ  て  い  ま す 」  。  幕 末 期 から 明 治 期 に な る と 、  尊 王 攘 夷 、  勤 皇思 想  の 高 ま り と と も  に 、  中 世 に は 継 承さ れ  て  い  な か  っ  た は ず  の 天 皇 陵 の 探 索 、治 定 と 整 備 が 進 ん だ と  い う 。  「 現 在 、天 皇 陵 と 言 わ れ  て  い  る 古 墳 は 、  日 本 近

代 化  の 遺 産 と も 言 え  ま す 」
　 受 講 し  て  い  た 小 倉 茉 侑 子 さ ん  （ 教 育

学 部 1 年 生 ）  は  「 教 科 書 に 出 て  く る  こと を 覚 え  る  の  が 歴 史  の 勉 強 だ  と 思  っ  て  いま し た が  、  い  ろ  い  ろ 考 え さ せ  ら れ る 奥 の深  い  分 野 で  す 」  と 感 想 を 話 す  。  社 会 人受 講 生  の 川 崎 達 雄 さ ん  も  「 歴 史 に  は さま ざ ま な 見 方 が あ る  こ と に 気 づ  か さ れて  い  ま す  。  真 理 を 探 究 し て  い  き た  い  」  と語 る 。  数 多 く の 調 査 研 究 に 携 わ  っ  て きた 橋 本 先 生 は  「 考 古 学 は 、  住 居 跡 や 土器 な ど  モ  ノ  （ 物 質 ）  資 料 の 分 析 を 通 じて 文 書 に 書 か れ  て  い  な  い  過 去 を 復 原 し 、人 類  の 歴 史 を 学 ぶ 学 問 。  新 し  い  資 料 が発 見 さ れ  て 通 説 が 大 き く 変 わ る  こ  と も頻 繁 に あ る 。  多 面 的 な も  の  の 考 え 方 を学 ん で  ほ し  い  で す 」  数 多 く の 調 査 研 究に 携 わ  っ  て  き た 橋 本 先 生  の  メ  ッ  セ  ー  ジ  だ 。

　 古 墳 を 手 が か り と し て 、 考 古 学 的
手 法 に よ  っ  て 古 代 日 本 を 含 む 東 ア ジア の 歴 史 を 学 ぶ 授 業 が  「 古 代 東 ア ジア の 王 陵 」  。 考 古 学 者 ・ 橋 本 達 也 先生 の 解 説 の も と 、 東 ア ジ ア 各 地 域 の史 跡 や 資 料 な ど の ス ラ  イ ド 映 像 を 見な が ら 歴 史 を ひ も と く 講 座 だ 。 東 アジ ア と い う 広 い 視 野 の 中 で 、 日 本 列島 の 古 墳 の 盛 衰 と 国 家 の 成 り 立 ち をと ら え る ほ か 、 近 ・ 現 代 に お け る 王陵 の 位 置 づ け に  つ  い  て 考 察 す る な ど 、多 面 的 な 歴 史 の 見 方 に つ  い て 理 解 を深 め る こ と も 授 業 の ね ら い と な  っ  て いる 。 本 学 の 公 開 授 業 の

一
つ と し て  も 例

年 人 気 の 高 い 考 古 学 教 室 を 覗 い た 。
　 全 長 約 5 0 0

m
を 超 え  る 巨 大 な 前 方

後 円 墳  ・  大 仙 陵 古 墳  （ 仁 徳 陵 古 墳 ）  をは  じ め  、  大 小 さ ま ざ ま な 古 墳 が 密 集 する 大 阪 の 百 舌 鳥  ・  古 市 古 墳 群 が 今 夏 、

世 界 遺 産  に  登 録 さ  れ 、  大 き な 話 題  に  な  った 。  日 本 列 島 に は 西 暦 3 世 紀 か  ら お  よそ 4 0 0 年 間 、  権 力 者  の 墓 と  し  て 巨 大な 前 方 後 円 墳 を 造  る 社 会 が 存 続 し た 歴史 が あ る 。  大 き な 墓 は 単 な る 埋 葬  の 場で  は な  い  、  と 橋 本 先 生 は 語 る 。  「 巨 大 なモ  ニ  ュ  メ  ン  ト 造 り  に  労 働 力 を 集 約 す  る 、  ある  い  は  モ  ニ  ュ  メ  ン  ト を 共 有 す  る  こ  と  に  よ  っ  て社 会 的  一  体 感 を 作 り 出 す  。  人 心 を 支 配 する 装 置 と  し  て  古 墳 は 存 在  し  て  い  ま  し  た

」

　 7 世 紀 の 半 ば 、 中 央 政 権 に  よ  っ  て 地
域 が 支 配 さ れ る よ う に な る と 各 地  の 古墳 造 り は 停 止 。 大 和 ・ 飛 鳥 地 方 で 政治 の 中 枢 に  い た 有 力 者 の 墳 墓 造 営 を最 後 に 、 国 内 の 大 規 模 墳 墓 造 り は 終焉 を 迎 え る 。  「 中 国 で 生 ま れ た 律 令 体制 に  な ら  い  、  日 本 で  も 法 律 や 制 度 に  よ  って 地 域 を 支 配 す る 段 階  へ  と 移 行 し ま した 」  。 仏 教 の 思 想 が 導 入 さ れ 、 火 葬 の風 習 が 取 り 入 れ ら れ た こ と も 古 墳 の衰 退 に  つ な が  っ  た  一  因 と  い う 。  「 律 令 制や 仏 教 な ど 、 新 し  い 思 想 や 文 化 が 大陸 や 半 島 か ら 日 本 列 島 に も た ら さ れた  の は 、 そ れ 以 前  の 時 代 か ら 相 互  の 深い  関 係 が あ  っ  た か ら  こ そ 」  。 中 国 の 文 書に 残 る 記 録 の ほ か  、 日 本 の 古 墳 に 表 れる 外 来 文 化 の 要 素 、 同 時 代 の 朝 鮮 半島 諸 地 域 の 古 墳 と の 比 較 を 通 し て 東ア ジ ア 各 地 域 の 密 接 な 交 流 の 足 跡 を読 み 解 く こ と が  で  き る 、  と 橋 本 先 生 は

潜 入 ル ポ

王 陵 の 変 遷

歴 史 を 学 ぶ と い う こ と

古 墳 は 物 語 る

神 領 1 0 号 墳 出 土 埴 輪
（ 鹿 児 島 県 曽 於 郡 大 崎 町 ）

高 句 麗 将 軍 塚 古 墳
（ 中 国 吉 林 省 集 安 市 ）

世 界 遺 産 ･ 百 舌 鳥 古 墳 群 （ 大 阪 府 堺 市 ）
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「 中 国 、  韓 国 の ブ  ー  ス  が 真 ん 中 に
陣 取 り 、  技 術 大 国 と 思  っ  て  い  た 日本 の 大 企 業 は 会 場 の 端 に ひ  っ  そり ブ  ー  ス  を 出 し て  い  た 。  外 の 世 界を 知 る 事 で 初 め  て 自 分 が  い  か に小 さ な 世 界 で 活 動 し て  い  る か が分 か  っ  た 。  」  世 界 に お け る 日 本 の立 ち 位 置 、  日 本 に お け る 鹿 児 島の 立 ち 位 置 を 改 め て 考 え 直 すき  っ  か け  に  な  っ  た と  い  う  。  今 後  の 目標 を 尋 ね る と  「 野 村 総 合 研 究 所調  べ  に  よ  る と 鹿 児 島 は 成 長 可 能性 都 市 ラ  ン  キ  ン  グ  で 福 岡 に 次  い  で2 位 。  歴 史 、  観 光 、  畜 産 業 、  ポ  テ  ンシ  ャ  ル  は あ る が 活 か し き れ  て  い  ない  。 1  つ  の 要 因 に は ク  リ  エ  イ タ  ー  が少 な く P R 、  ア ウ ト プ  ッ  ト に 繋 げら れ  て  い な  い  。  東 京 に 出 て き て 感じ る  の は デ  ジ タ  ル  ・  テ ク  ノ  ロ  ジ  ー  の展 示 会 や ク  リ  エ  イ タ  ー  の 育 成 、  クリ  エ  イ テ  ィ  ブ  に 関 す る 事 業 な ど に触 れ ら  れ  る 機 会 が 鹿 児 島 は 圧 倒的 に 少 な く 感 じ  る 。  そ う  い  う 地 方と 都 市 の 格 差 を 自 分 が 培  っ  て きた 経 験 や 繋 が り で 橋 渡 し を し 、若  い  人 た ち に 興 味 を も  っ  て  も ら  い職 業 と  し  て  目 指 せ  る  よ う な タ  ッ  チポ イ  ン ト を 増 や  し た  い  。  」  と 語 る 。東 京 で 活 躍 す る 先 輩  の 思  い  は 、  いつ も 故 郷  へ  注 が れ  て  い  る 。

を 開 始 し た

※ 2 、  3

。折 よ く 、  社 内 に

新 部 署
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が 開 設 。  映 像 と テ ク  ノ  ロ ジ ー を結 び  つ け た 自 主  コ  ン テ  ン  ツ 開 発や 新 規 ビ ジ ネ ス 創 出 に 携 わ り 、企 業 や 大 学 と の 協 業 を 担 当 して  い る 。 2 0 1 8 年 に 前 述 の「 ス  キ  ン  エ  レ ク ト  ロ  ニ  ク ス 」  の P R
を 担 当 。  制 作 し た 映 像 は 同 年 、日 本 最 大 級 の 広 告 賞 で あ るA
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ク リ  エ  イ テ  ィ  ブ  イ  ノ  ベ  ー

シ  ョ  ン 部 門 で 最 優 秀 賞 で  あ る グ  ラン  プ リ ／ 総 務 大 臣 賞 受 賞 と  い  う栄 冠 に 輝  い た 。  才 能 あ ふ れ る 伊原 さ ん 。

一
体 ど ん な 学 生 時 代 を

送  っ た の だ ろ う  。  聞 く と  「 テ  ニ  スサ ー ク  ル 活 動 に 没 頭 し て  い ま した 。  練 習 と 遊 び 、  ど ち ら も が むし  ゃ  ら に 熱 中 し て 打 ち 込 ん で  いた 。  い  ま  の 自 分 の 基 礎 を 作  っ  て くれ た 。  」  と 語 る 。  そ  れ ぞ  れ  の 分 野 で活 躍 す る 先 輩 や 仲 間 の 姿 は 、  いま も 刺 激 に  な  っ  て  い  る 。  鹿 児 島  へ  のメ  ッ  セ ー  ジ を 尋 ね る と  「 活 動 す る業 界 で  の 自 分  の 立 ち 位 置 を 知 る事 」  と の 言 葉 。  そ の 思  い  が 湧  い たの は 昨 年 、  ラ ス  ベ  ガ ス で テ ク  ノ  ロジ ー  ・  家 電 の 世 界 最 大 展 示 会C E S を 視 察 し た 時 だ と  い う  。

殊 な バ  ル  ー  ン で 宇 宙 を 撮影 す る  コ  ン テ ス ト 運 営 の

サ ポ ー ト 、  マ イ ク ロ ソ フ ト か ら発

売 さ れ た M R

※ 1

デ バ イ ス

「

Hol
o

Le
ns

」  ア プ リ  の 企 画 開 発 、

東 京 大 学 染 谷 研 究 室 と 大 日 本印 刷 が 共 同 開 発 す る 薄 型 で 伸縮 性 の あ る デ  ィ  ス プ  レ  イ  「  ス  キ  ン  エレ  ク ト  ロ  ニ  ク  ス  」  の P R 、  伊 原 さ んの 仕 事 は 多 岐 に 渡 る 。  法 文 学 部法 政 策 科 を 卒 業 後 、  福 岡 県  の 靴メ  ー  カ  ー  に 就 職 。  営 業 と  し  て 勤 務し 、  自 分 の 担 当 店 舗 に 宣 伝 用ポ  ッ  プ を 作 る た め 、  休 日 に 映 像 、デ ザ  イ  ン  、  C G  の 専 門 学 校 に 通  いそ の 魅 力 に  の め り 込 む 。  卒 業 制作 を 機 に 転 職 を 決 意 。  福 岡 の 映像 制 作 会 社 に

1 0年 勤 め た 後 、

2 0 1 6 年 末 に 上 京 。  T V C Mを 中 心 と し た 総 合 映 像 制 作 会社 、  太 陽 企 画 に 入 社 し た 。  上 京後 、  数 多 の 映 像 ク  リ  エ  イ タ  ー  が 活躍 す る 業 界 を 目  の 当 た り に  し て危 機 感 を 覚 え た 。  「 東 京 で 頭

一
つ

抜 け る  に は 自 分 だ け  の 武 器 が 必要 」  と 、  自 ら  の 領 域

を 広 げ  る た  め

プ  ロ  グ  ラ  ミ  ン  グ  の 勉 強 を  ス  タ  ー  ト 。人  の 動 き  に 反 応 し  て  リ ア  ル  タ  イ  ムで 表 現 が 変 わ る サ イ ネ ー ジ やA R 、  V R  コ  ン  テ  ン  ツ  の 企 画  ・  開 発 特

O B O G
I N T E R VI E W

ク リ エ イ テ ィ ブ デ ィ レ ク タ ー ／ U X デ ィ レ ク タ ー 　 伊 原 亮 （ い  は  ら   り ょ う ） 　

鹿 児 島 県 出 身 。 2 0 0 3 年 3 月 鹿 児 島 大 学 法 文 学 部 法 政 策 学 科 卒 業 。 福 岡 県 で 靴 メ ー カ ー 勤 務 の 傍 ら 映 像 制 作 を 学

び 映 像 制 作 会 社 へ 転 職 。 2 0 1 7 年 1 月 、 太 陽 企 画 株 式 会 社 入 社 。

出 品 ・ 受 賞 歴 ： 2 0 1 7 年 7 月 コ ン テ ン ツ 東 京 （ 日 本 ） 及 び 2 0 1 8 年 3 月 S X S W （ 米 国 オ ー ス テ ィ ン ） に お い て 自 ら 制

作 し た H ol o L e n s コ ン  テ ン ツ 「 H O L O B UI L D E R 」 出 展 、 高 い  評  価 を 得  る 。 2 0 1 8 年 A C C T O K Y O C R E A TI VI T Y 

A W A R D S( 日 本 最 大 級 広 告 賞) ク リ エ イ テ ィ ブ イ ノ ベ ー シ ョ ン 部 門 に お い て グ ラ ン プ リ/ 総 務 大 臣 賞 受 賞

先 輩 か ら の  メ  ッ  セ ー ジ

1 特 殊 な バ ル ー ン で 宇 宙 を 撮 影 す る コ ン テ ス ト の 運 営 サ ポ ー ト と 動 画 の 審 査 員 も 務 め て い る 。 　 2 映 画 ・ 音 楽 ・ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ の 大 規 模 展 示 会 S X S W （ 米 国 オ ー ス

テ ィ ン ） 出 展 の 様 子 。 　 3 「 ス キ ン エ レ ク ト ロ ニ ク ス 」P R 動 画 の ラ ス ト カ ッ ト 。「 い い ね ！ 」 マ ー ク が ス ト ー リ ー を 印 象 付 け る 。 　 4 マ イ ク ロ ソ フ ト 社 の M R デ バ イ ス H ol o L e ns を

使 っ た ア プ リ H O L O B UI L D E R を 独 自 開 発 、リ リ ー ス し た 。 　 5 「 ス キ ン エ レ ク ト ロ ニ ク ス 」 の P R 映 像 で A C C T O K Y O C R E A TI VI T Y A W A R D S ク リ エ イ テ ィ ブ イ ノ ベ ー シ ョ

ン 部 門 に お い て グ ラ ン プ リ ／ 総 務 大 臣 賞 受 賞 。 　 6 鹿 児 島 市 産 業 創 出 課 が 運 営 す る ク リ エ イ テ ィ ブ 産 業 創 出 拠 点 施 設 「 m ar k M EI Z A N 」 の P R 等 を 積 極 的 に サ ポ ー ト

1

2

先 輩 か ら の  メ  ッ  セ ー ジ

※ 1 M R ： Mi x e d R e alit y （ 複 合 現 実 ） 。 現 実 世 界 を リ ア ル タ イ ム に 認 識 す る 事 が で き 、 C G な ど で 作 る デ ジ タ ル 情 報 を 現 実 世 界 に 作 用 さ せ る 技 術 。

※ 2 A R ： A u g m e nt e d R e alit y （ 拡 張 現 実 ） 。 現 実 世 界 に C G な ど で 作 る デ ジ タ ル 情 報 を 加 え 、 仮 想 現 実 を 反 映 （ 拡 張 ） さ せ る 技 術 。

※ 3 V R ： Virt u al R e alit y （ 仮 想 現 実 ） 。 デ ィ ス プ レ イ に 映 し 出 さ れ た 仮 想 世 界 の 中 に 自 分 が い る よ う な 臨 場 感 を 体 験 さ せ る 技 術 。

ボ ー ダ ー を 越 え 新 し い 領 域 に チ ャ レ ン ジ し た 時 に結 果 は ど う あ れ 自 分 の 進 む べ き 道 が 見 え て く る 。
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「 中 国 、  韓 国 の ブ  ー  ス  が 真 ん 中 に
陣 取 り 、  技 術 大 国 と 思  っ  て  い  た 日本 の 大 企 業 は 会 場 の 端 に ひ  っ  そり ブ  ー  ス  を 出 し て  い  た 。  外 の 世 界を 知 る 事 で 初 め  て 自 分 が  い  か に小 さ な 世 界 で 活 動 し て  い  る か が分 か  っ  た 。  」  世 界 に お け る 日 本 の立 ち 位 置 、  日 本 に お け る 鹿 児 島の 立 ち 位 置 を 改 め て 考 え 直 すき  っ  か け  に  な  っ  た と  い  う  。  今 後  の 目標 を 尋 ね る と  「 野 村 総 合 研 究 所調  べ  に  よ  る と 鹿 児 島 は 成 長 可 能性 都 市 ラ  ン  キ  ン  グ  で 福 岡 に 次  い  で2 位 。  歴 史 、  観 光 、  畜 産 業 、  ポ  テ  ンシ  ャ  ル  は あ る が 活 か し き れ  て  い  ない  。 1  つ  の 要 因 に は ク  リ  エ  イ タ  ー  が少 な く P R 、  ア ウ ト プ  ッ  ト に 繋 げら れ  て  い な  い  。  東 京 に 出 て き て 感じ る  の は デ  ジ タ  ル  ・  テ ク  ノ  ロ  ジ  ー  の展 示 会 や ク  リ  エ  イ タ  ー  の 育 成 、  クリ  エ  イ テ  ィ  ブ  に 関 す る 事 業 な ど に触 れ ら  れ  る 機 会 が 鹿 児 島 は 圧 倒的 に 少 な く 感 じ  る 。  そ う  い  う 地 方と 都 市 の 格 差 を 自 分 が 培  っ  て きた 経 験 や 繋 が り で 橋 渡 し を し 、若  い  人 た ち に 興 味 を も  っ  て  も ら  い職 業 と  し  て  目 指 せ  る  よ う な タ  ッ  チポ イ  ン ト を 増 や  し た  い  。  」  と 語 る 。東 京 で 活 躍 す る 先 輩  の 思  い  は 、  いつ も 故 郷  へ  注 が れ  て  い  る 。

を 開 始 し た

※ 2 、  3

。折 よ く 、  社 内 に

新 部 署

「
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が 開 設 。  映 像 と テ ク  ノ  ロ ジ ー を結 び  つ け た 自 主  コ  ン テ  ン  ツ 開 発や 新 規 ビ ジ ネ ス 創 出 に 携 わ り 、企 業 や 大 学 と の 協 業 を 担 当 して  い る 。 2 0 1 8 年 に 前 述 の「 ス  キ  ン  エ  レ ク ト  ロ  ニ  ク ス 」  の P R
を 担 当 。  制 作 し た 映 像 は 同 年 、日 本 最 大 級 の 広 告 賞 で あ るA
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ク リ  エ  イ テ  ィ  ブ  イ  ノ  ベ  ー

シ  ョ  ン 部 門 で 最 優 秀 賞 で  あ る グ  ラン  プ リ ／ 総 務 大 臣 賞 受 賞 と  い  う栄 冠 に 輝  い た 。  才 能 あ ふ れ る 伊原 さ ん 。

一
体 ど ん な 学 生 時 代 を

送  っ た の だ ろ う  。  聞 く と  「 テ  ニ  スサ ー ク  ル 活 動 に 没 頭 し て  い ま した 。  練 習 と 遊 び 、  ど ち ら も が むし  ゃ  ら に 熱 中 し て 打 ち 込 ん で  いた 。  い  ま  の 自 分 の 基 礎 を 作  っ  て くれ た 。  」  と 語 る 。  そ  れ ぞ  れ  の 分 野 で活 躍 す る 先 輩 や 仲 間 の 姿 は 、  いま も 刺 激 に  な  っ  て  い  る 。  鹿 児 島  へ  のメ  ッ  セ ー  ジ を 尋 ね る と  「 活 動 す る業 界 で  の 自 分  の 立 ち 位 置 を 知 る事 」  と の 言 葉 。  そ の 思  い  が 湧  い たの は 昨 年 、  ラ ス  ベ  ガ ス で テ ク  ノ  ロジ ー  ・  家 電 の 世 界 最 大 展 示 会C E S を 視 察 し た 時 だ と  い う  。

殊 な バ  ル  ー  ン で 宇 宙 を 撮影 す る  コ  ン テ ス ト 運 営 の

サ ポ ー ト 、  マ イ ク ロ ソ フ ト か ら発

売 さ れ た M R

※ 1

デ バ イ ス

「

Hol
o

Le
ns

」  ア プ リ  の 企 画 開 発 、

東 京 大 学 染 谷 研 究 室 と 大 日 本印 刷 が 共 同 開 発 す る 薄 型 で 伸縮 性 の あ る デ  ィ  ス プ  レ  イ  「  ス  キ  ン  エレ  ク ト  ロ  ニ  ク  ス  」  の P R 、  伊 原 さ んの 仕 事 は 多 岐 に 渡 る 。  法 文 学 部法 政 策 科 を 卒 業 後 、  福 岡 県  の 靴メ  ー  カ  ー  に 就 職 。  営 業 と  し  て 勤 務し 、  自 分 の 担 当 店 舗 に 宣 伝 用ポ  ッ  プ を 作 る た め 、  休 日 に 映 像 、デ ザ  イ  ン  、  C G  の 専 門 学 校 に 通  いそ の 魅 力 に  の め り 込 む 。  卒 業 制作 を 機 に 転 職 を 決 意 。  福 岡 の 映像 制 作 会 社 に

1 0年 勤 め た 後 、

2 0 1 6 年 末 に 上 京 。  T V C Mを 中 心 と し た 総 合 映 像 制 作 会社 、  太 陽 企 画 に 入 社 し た 。  上 京後 、  数 多 の 映 像 ク  リ  エ  イ タ  ー  が 活躍 す る 業 界 を 目  の 当 た り に  し て危 機 感 を 覚 え た 。  「 東 京 で 頭

一
つ

抜 け る  に は 自 分 だ け  の 武 器 が 必要 」  と 、  自 ら  の 領 域

を 広 げ  る た  め

プ  ロ  グ  ラ  ミ  ン  グ  の 勉 強 を  ス  タ  ー  ト 。人  の 動 き  に 反 応 し  て  リ ア  ル  タ  イ  ムで 表 現 が 変 わ る サ イ ネ ー ジ やA R 、  V R  コ  ン  テ  ン  ツ  の 企 画  ・  開 発 特

O B O G
I N T E R VI E W

ク リ エ イ テ ィ ブ デ ィ レ ク タ ー ／ U X デ ィ レ ク タ ー 　 伊 原 亮 （ い  は  ら   り ょ う ） 　

鹿 児 島 県 出 身 。 2 0 0 3 年 3 月 鹿 児 島 大 学 法 文 学 部 法 政 策 学 科 卒 業 。 福 岡 県 で 靴 メ ー カ ー 勤 務 の 傍 ら 映 像 制 作 を 学

び 映 像 制 作 会 社 へ 転 職 。 2 0 1 7 年 1 月 、 太 陽 企 画 株 式 会 社 入 社 。

出 品 ・ 受 賞 歴 ： 2 0 1 7 年 7 月 コ ン テ ン ツ 東 京 （ 日 本 ） 及 び 2 0 1 8 年 3 月 S X S W （ 米 国 オ ー ス テ ィ ン ） に お い て 自 ら 制

作 し た H ol o L e n s コ ン  テ ン ツ 「 H O L O B UI L D E R 」 出 展 、 高 い  評  価 を 得  る 。 2 0 1 8 年 A C C T O K Y O C R E A TI VI T Y 

A W A R D S( 日 本 最 大 級 広 告 賞) ク リ エ イ テ ィ ブ イ ノ ベ ー シ ョ ン 部 門 に お い て グ ラ ン プ リ/ 総 務 大 臣 賞 受 賞

先 輩 か ら の  メ  ッ  セ ー ジ

1 特 殊 な バ ル ー ン で 宇 宙 を 撮 影 す る コ ン テ ス ト の 運 営 サ ポ ー ト と 動 画 の 審 査 員 も 務 め て い る 。 　 2 映 画 ・ 音 楽 ・ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ の 大 規 模 展 示 会 S X S W （ 米 国 オ ー ス

テ ィ ン ） 出 展 の 様 子 。 　 3 「 ス キ ン エ レ ク ト ロ ニ ク ス 」P R 動 画 の ラ ス ト カ ッ ト 。「 い い ね ！ 」 マ ー ク が ス ト ー リ ー を 印 象 付 け る 。 　 4 マ イ ク ロ ソ フ ト 社 の M R デ バ イ ス H ol o L e ns を

使 っ た ア プ リ H O L O B UI L D E R を 独 自 開 発 、リ リ ー ス し た 。 　 5 「 ス キ ン エ レ ク ト ロ ニ ク ス 」 の P R 映 像 で A C C T O K Y O C R E A TI VI T Y A W A R D S ク リ エ イ テ ィ ブ イ ノ ベ ー シ ョ

ン 部 門 に お い て グ ラ ン プ リ ／ 総 務 大 臣 賞 受 賞 。 　 6 鹿 児 島 市 産 業 創 出 課 が 運 営 す る ク リ エ イ テ ィ ブ 産 業 創 出 拠 点 施 設 「 m ar k M EI Z A N 」 の P R 等 を 積 極 的 に サ ポ ー ト

1

2

先 輩 か ら の  メ  ッ  セ ー ジ

※ 1 M R ： Mi x e d R e alit y （ 複 合 現 実 ） 。 現 実 世 界 を リ ア ル タ イ ム に 認 識 す る 事 が で き 、 C G な ど で 作 る デ ジ タ ル 情 報 を 現 実 世 界 に 作 用 さ せ る 技 術 。

※ 2 A R ： A u g m e nt e d R e alit y （ 拡 張 現 実 ） 。 現 実 世 界 に C G な ど で 作 る デ ジ タ ル 情 報 を 加 え 、 仮 想 現 実 を 反 映 （ 拡 張 ） さ せ る 技 術 。

※ 3 V R ： Virt u al R e alit y （ 仮 想 現 実 ） 。 デ ィ ス プ レ イ に 映 し 出 さ れ た 仮 想 世 界 の 中 に 自 分 が い る よ う な 臨 場 感 を 体 験 さ せ る 技 術 。

ボ ー ダ ー を 越 え 新 し い 領 域 に チ ャ レ ン ジ し た 時 に結 果 は ど う あ れ 自 分 の 進 む べ き 道 が 見 え て く る 。
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田 竜 太 先 生 は 主 に 熱帯 ・ 亜 熱 帯 域 に お け る

海 産 植 物 の 第  一  人 者 と し て 、広 く 国 内 外 で 研 究 ・ 教 育 活動 に 従 事 。 近 年 で は 研 究 成果 を も と に 、 沿 岸 域 の 保 全 活動  へ  の 協 力 や 地 域  へ  の 情 報 発信 な ど 、 社 会 貢 献 活 動 に も積 極 的 に 取 り 組 ん で  い  る 。 平成

2 4年 度 、 子 ど も た ち を 対

象 に ス  タ  ー ト し た 環 境 教 育 講座 「 発 見 ！ 体 感 ！ 本 物 の 海藻 を 見 て  さ わ  っ  て 食  べ  て 『 海 の森 図 鑑 」 を  つ く ろ う 」 は 独 立行 政 法 人 日 本 学 術 振 興 会  「 ひら め き ☆ と き め き サ イ  エ  ン ス事 業 」  に ８ 年 連 続 で 採 択 さ れ 、今 年 も 夏 期 講 座 が 開 か れ た 。
　 夏 休 み に 開 か れ た 講 座 に

は 、 県 内 の 小 学 生 と 保 護 者
3 0組 が 参 加 。 寺 田 先 生 や 学

生 が 採 取 し た 本 物 の 海 藻 お よそ

3 0種 を 材 料 に 使  い  、 光 を あ

び て 光 合 成 を す る 様 子 を 観 察し た 。 さ ら に 、 押 し 葉 を 作  って ラ  ベ  ル を 貼 り 学 術 標 本 を 作

民 に よ る 藻 場 の 保 全 や 再 生 の取 り 組 み に 対 し 、 調 査 や モ  ニタ リ  ン グ な ど を 通 じ て 助 言 を行  い  、  海 外 で  も  ベ  ト ナ  ム  や タ  イ 、イ  ン ド ネ  シ ア な ど の 国 々  に お  いて 養 殖 や 開 発 の ア ド  バ  イ ス を積 極 的 に 行  っ  て  い  る

。

　 海 に 限 ら ず 、 川 や 湧 水 な ど
淡 水 に 生 え る 藻 類 の 研 究 に も携 わ る 寺 田 先 生 は 、 淡 水 の 藻類 に も 変 化 が 現 れ て  い る と 話す 。  「 昔 、 集 落 に は き れ い な水 が 湧 く と こ ろ が あ  っ  て 、 生活 に 欠 か せ な い 場 所 で し た 。と こ ろ が  、 公 共 水 道 が 普 及 して 多 く の 水 場 が 忘 れ ら れ て  しま  っ  た 。 生 活 は 豊 か に な り まし た が 、 伝 統 的 な 生 活 の 中 で大 事 に し て  い た 空 間 が 荒 廃 して 、 そ こ に し か 生 え な  い 種 が消 え て  し ま  っ た と  い う 現 実 もあ り ま す 」  。 研 究 者 と し て でき る こ と は 社 会  へ  の 情 報 発 信 、と 幾 度 と な く 口 に す る の は 、植 物 の 声 な き 声 を 拾  っ  て き た科 学 者 の 使 命 感 か ら な の か もし れ な  い  。

を 指 摘

す る 。  「  ノ  リ

の 代 名 詞

に な  っ

て  い る ア サ ク サ  ノ リ

も 、  い  ま や 絶 滅 危 惧 種 の

一  つ 」  。 現 在 、 選 抜 育 種 さ れ た種 が 養 殖 さ れ て お り 、 原 種 が自 生 し て  い る の は 全 国 で

4 0ヵ

所 く ら  い に な  っ  て  し ま  っ た と  いう 。

水 産 庁 の 試 算 に よ る と 、

全 国  の 藻 場 す な わ ち 「 海  の 森 」は 、 こ の

4 0年 間 に

3 0% ほ ど が

消 失 。 県 内 で も こ の

1 0年 間 で

消 え て  し ま  っ  た ア  ン ト ク  メ や アマ  モ  の 藻 場 が 確 認 さ れ  て  い  る とい う 。  「 高 度 経 済 成 長 期 は 埋め 立 て や 汚 水 に よ る 水 質 悪 化と  い う 要 因 が あ り ま し た が  、最 近 は 温 暖 化 の 影 響 に  よ る とこ ろ が 大 き  い  。 海 藻 自 体 が 亜熱 帯 性 の も の  へ 変 化 す る こ とも あ り 、 九 州 沿 岸 で は 藻 場 が消 え てサ ン  ゴ が増 え て  います 」  。各 地 の漁 業 者や 沿 岸域 の 住

　 海 の 植 物 に は 海 藻 （ 藻 類 ）
と 海 草 （ 海 産 顕 花 植 物 ） の二 種 類 が あ り 、 そ れ ら 植 物 の群 落 で あ る 「 藻 場 」 は 、 陸 上の 森 と 同 じ よ う に

「 海 の 森 」

を 形 成 し て  い  る 。 海 藻 や 海 草は 陸 上 植 物 と 同 じ く 光 合 成生 物 で あ り 、 沿 岸 域 に お け る主 要 な 基 礎 生 産 者 だ 。 さ まざ ま な 種 類 の 生 き 物 の 生 息場 、 あ る  い は 産 卵 場 と し て の役 割 も 担  っ  て お り 、 同 時 に 藻場 そ の も の が 人 に よ る 漁 獲 の対 象 と な  っ  て  い  る 。
　 陸 上 の 森 と 同 じ く 掛 け 替 え

の な  い 「 海 の 森 」 だ が 、 環 境省 の 絶 滅 危 惧 種 検 討 委 員 も務 め る 寺 田 先 生 は 海 の 砂 漠 化（ 磯 焼 け ） が 進 ん で  い る 現 状
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田 竜 太 先 生 は 主 に 熱帯 ・ 亜 熱 帯 域 に お け る

海 産 植 物 の 第  一  人 者 と し て 、広 く 国 内 外 で 研 究 ・ 教 育 活動 に 従 事 。 近 年 で は 研 究 成果 を も と に 、 沿 岸 域 の 保 全 活動  へ  の 協 力 や 地 域  へ  の 情 報 発信 な ど 、 社 会 貢 献 活 動 に も積 極 的 に 取 り 組 ん で  い  る 。 平成

2 4年 度 、 子 ど も た ち を 対

象 に ス  タ  ー ト し た 環 境 教 育 講座 「 発 見 ！ 体 感 ！ 本 物 の 海藻 を 見 て  さ わ  っ  て 食  べ  て 『 海 の森 図 鑑 」 を  つ く ろ う 」 は 独 立行 政 法 人 日 本 学 術 振 興 会  「 ひら め き ☆ と き め き サ イ  エ  ン ス事 業 」  に ８ 年 連 続 で 採 択 さ れ 、今 年 も 夏 期 講 座 が 開 か れ た 。
　 夏 休 み に 開 か れ た 講 座 に

は 、 県 内 の 小 学 生 と 保 護 者
3 0組 が 参 加 。 寺 田 先 生 や 学

生 が 採 取 し た 本 物 の 海 藻 お よそ

3 0種 を 材 料 に 使  い  、 光 を あ

び て 光 合 成 を す る 様 子 を 観 察し た 。 さ ら に 、 押 し 葉 を 作  って ラ  ベ  ル を 貼 り 学 術 標 本 を 作

民 に よ る 藻 場 の 保 全 や 再 生 の取 り 組 み に 対 し 、 調 査 や モ  ニタ リ  ン グ な ど を 通 じ て 助 言 を行  い  、  海 外 で  も  ベ  ト ナ  ム  や タ  イ 、イ  ン ド ネ  シ ア な ど の 国 々  に お  いて 養 殖 や 開 発 の ア ド  バ  イ ス を積 極 的 に 行  っ  て  い  る

。

　 海 に 限 ら ず 、 川 や 湧 水 な ど
淡 水 に 生 え る 藻 類 の 研 究 に も携 わ る 寺 田 先 生 は 、 淡 水 の 藻類 に も 変 化 が 現 れ て  い る と 話す 。  「 昔 、 集 落 に は き れ い な水 が 湧 く と こ ろ が あ  っ  て 、 生活 に 欠 か せ な い 場 所 で し た 。と こ ろ が  、 公 共 水 道 が 普 及 して 多 く の 水 場 が 忘 れ ら れ て  しま  っ  た 。 生 活 は 豊 か に な り まし た が 、 伝 統 的 な 生 活 の 中 で大 事 に し て  い た 空 間 が 荒 廃 して 、 そ こ に し か 生 え な  い 種 が消 え て  し ま  っ た と  い う 現 実 もあ り ま す 」  。 研 究 者 と し て でき る こ と は 社 会  へ  の 情 報 発 信 、と 幾 度 と な く 口 に す る の は 、植 物 の 声 な き 声 を 拾  っ  て き た科 学 者 の 使 命 感 か ら な の か もし れ な  い  。

を 指 摘

す る 。  「  ノ  リ

の 代 名 詞

に な  っ

て  い る ア サ ク サ  ノ リ

も 、  い  ま や 絶 滅 危 惧 種 の

一  つ 」  。 現 在 、 選 抜 育 種 さ れ た種 が 養 殖 さ れ て お り 、 原 種 が自 生 し て  い る の は 全 国 で

4 0ヵ

所 く ら  い に な  っ  て  し ま  っ た と  いう 。

水 産 庁 の 試 算 に よ る と 、

全 国  の 藻 場 す な わ ち 「 海  の 森 」は 、 こ の

4 0年 間 に

3 0% ほ ど が

消 失 。 県 内 で も こ の

1 0年 間 で

消 え て  し ま  っ  た ア  ン ト ク  メ や アマ  モ  の 藻 場 が 確 認 さ れ  て  い  る とい う 。  「 高 度 経 済 成 長 期 は 埋め 立 て や 汚 水 に よ る 水 質 悪 化と  い う 要 因 が あ り ま し た が  、最 近 は 温 暖 化 の 影 響 に  よ る とこ ろ が 大 き  い  。 海 藻 自 体 が 亜熱 帯 性 の も の  へ 変 化 す る こ とも あ り 、 九 州 沿 岸 で は 藻 場 が消 え てサ ン  ゴ が増 え て  います 」  。各 地 の漁 業 者や 沿 岸域 の 住

　 海 の 植 物 に は 海 藻 （ 藻 類 ）
と 海 草 （ 海 産 顕 花 植 物 ） の二 種 類 が あ り 、 そ れ ら 植 物 の群 落 で あ る 「 藻 場 」 は 、 陸 上の 森 と 同 じ よ う に

「 海 の 森 」

を 形 成 し て  い  る 。 海 藻 や 海 草は 陸 上 植 物 と 同 じ く 光 合 成生 物 で あ り 、 沿 岸 域 に お け る主 要 な 基 礎 生 産 者 だ 。 さ まざ ま な 種 類 の 生 き 物 の 生 息場 、 あ る  い は 産 卵 場 と し て の役 割 も 担  っ  て お り 、 同 時 に 藻場 そ の も の が 人 に よ る 漁 獲 の対 象 と な  っ  て  い  る 。
　 陸 上 の 森 と 同 じ く 掛 け 替 え

の な  い 「 海 の 森 」 だ が 、 環 境省 の 絶 滅 危 惧 種 検 討 委 員 も務 め る 寺 田 先 生 は 海 の 砂 漠 化（ 磯 焼 け ） が 進 ん で  い る 現 状

成 。 寺 田 先 生 手 作 り の 詳 細な テ キ ス ト も 配 布 さ れ 、  「 大学 で 学 ぶ  レ  ベ  ル と 遜 色 の な  い 」講 義 が 行 わ れ た 。 日 頃 口 に して  い る ノ リ  、 ワ カ メ  、  コ  ン ブ など の 生 の 姿 に 触 れ 、 ま た テ  ング サ か ら 寒 天 ゼ リ ー を 作  っ  て食  べ  る 体 験 も あ り 、 講 義 に は「 食 育 」 の 要 素 も 盛 り 込 ま れて  い る 。 子 ど も ば か り で は なく 、 む し ろ 保 護 者 が 熱 中 す る姿 が 印 象 的 だ 。  「 陸 上 で あ れば 、 例 え ば 山 火 事 が 起 こ る と人 々 は 大 騒 ぎ し ま す が 、 海 の中 で 植 物 が な く な  っ  て も 気 づく 人 は ほ と ん ど  い ま せ ん 。 見え な  い 環 境 に も 関 心 を 持  っ  ても ら う 、 と  い う の が こ の 公 開講 座 の ね ら  い で も あ り ま す 」と 、 寺 田 先 生 は 話 す

。
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　 家 庭 科 教 育 学 と は 、 家 庭 生
活 を 中 心 と す る 人 間 の 生 活 に関 す る 学 問 で す 。 近 年 、 地 域社 会 、 家 庭 生 活 が 多 様 化 し 、さ ま ざ ま な 課 題 が 生 じ て き て  いま す 。  一  つ に は 、 生 活 者 の 衣 食住  へ  の 関 心 が 薄 く な  っ  て  い  る と  いう こ と が あ り ま す 。 例 え ば 、現 在 で は 、 質 の 高 い 衣 服 が 安価 で 手 に 入 り 、 １ 年 中 食  べ  た  いも の が 食 べ  れ ま す 。 室 内 は スイ  ッ チ  一  つ で 快 適 な 室 内 環 境 を整 え る こ と が で き 、 便 利 、 快適 が 暮 ら し の 中 の 「 当 た り 前 」に な  っ  て  い ま す 。 し か し 、 そ の当 た り 前 が 災 害 な ど に  よ  っ  て 失わ れ る こ と も あ り ま す 。 日 ごろ か ら 衣 食 住  へ  の 意 識 や 関 心 を高 め 、 自 分 た ち が 主 体 と な  っ  て課 題 を 理 解 し 、 解 決 し て  い  く こと が 必 要 で す 。 生 活  へ  の 意 識 を高 め る た め 、 学 校 教 育 を 中 心に 、 と く に 家 庭 科 教 育 の 視 点か ら 人 間 の 生 活 の 資 質 向 上 をは か る こ と を 目 的 と し て 研 究を 進 め  て  い ま す 。

　 私 が 、 い つ も 持 ち 歩 い て い る も の に 、
谷 崎 潤 一 郎 の 『 陰 翳 礼 讃 』 と い う 本 が あり ま す 。 昭 和 初 期 に 書 か れ た 随 筆 で 、 この 書 の 中 で 、 谷 崎 は 「 暗 が り の 中 に 、 ぼん や り と 見 え そ う で 見 え な い か げ り 、 うつ ろ い 、 そ れ こ そ が 日 本 の 住 ま い 、 日 本

の 美 で あ る 」 と し て 礼 讃 し て い ま す 。 人 間 は 本 来 、 闇 を 畏 れ る 生き 物 で 、 そ れ は 動 物 と し て の 本 能 で す 。 そ の た め 、 西 洋 の 住 ま いの 考 え 方 で は 、 可 能 な 限 り 部 屋 を 明 る く し 、 か げ 、 陰 翳 を 消 す 事に 執 着 し ま し た が 、 日 本 の 住 ま い で は 、 む し ろ そ の 「 か げ 」 を 利用 し 、 陰 翳 の 中 で こ そ 、 生 え る 美 を 作 り 出 し た と 述 べ て い ま す 。そ し て 、 谷 崎 は 「 日 本 の 夜 は 明 る す ぎ る 」 と 嘆 い て い ま す 。
　 戦 後 、 日 本 で は 「 豊 か さ 」 の 象 徴 と し て 「 明 る さ 」 を 追 い 求 め

て き ま し た 。 室 内 に は 蛍 光 灯 、 街 に は 、 深 夜 で も 煌 煌 と 光 る

2 4時

間 営 業 の 店 の 明 か り 。 そ れ ら は 私 た ち に 、 あ る 種 の 安 心 感 、 そ して 、 便 利 さ を 与 え て く れ ま し た が 、 そ れ と と も に 「 闇 」 と い う 存在 を 消 し 去 っ て し ま い ま し た 。 か つ て 「 日 本 の 夜 は 明 る す ぎ る 」と 嘆 い た 谷 崎 は 、 単 に 光 の 明 る さ を 嘆 い た の で は な く 、 私 た ち の生 活 か ら 、 光 と 闇 が お り な す 陰 翳 の 濃 淡 、 す な わ ち 、 日 本 の 住 文化 が 消 え て い っ て し ま っ た こ と 。 言 い 換 え る と 、  「 闇 」  と と も に  「 私た ち が 普 段 の 生 活 に お い て 、 意 識 し て い た こ と 、 ま た 、 関 心 し てい た こ と 」 そ の も の が 無 く な っ て し ま っ た こ と を 嘆 い た の で は ない で し ょ う か 。 私 た ち の 生 活 は 、 便 利 に な り 、 快 適 に な り 、 豊 かに な り ま し た 。 し か し 、 本 当 の 意 味 で 「 生 活 が 豊 か 」 に な っ た のか と い う こ と は 、 も う 一 度 、 問 い 直 し て み る 必 要 が あ る の で は ない で し ょ う か 。

　 学 校 、 家 庭 、 地 域 と 連 携 す
る こ と に よ り 、 教 育 現 場 の  ニ  ーズ  に 合 わ せ た 教 材 や カ リ キ  ュ  ラム を 開 発 し て  い  ま す 。 近 年 で は 、学 習 さ せ  る 対 象 が 教 材 と し て 教室 に 持 ち 込 む こ と が 難 し く 学 習者 に イ  メ  ー  ジ  し  に く  い  「 住 ま  い  」  、

「 地 域 」  の 領 域 に お  い て 、 教 材を 開 発 。 具 体 例 と し て は 、  Ｉ ＣＴ を 活 用 し た 「 住 み 方 演 習 用の 教 材 」  や 伝 統 的 な 建 造 物 を題 材 と し た 「  ペ  ー  パ  ー  ク  ラ  フ  ト 教材 」  、 日 本 の 伝 統 的 な 遊 び を 取り 入 れ た 「 か る た 教 材 」 な ど 、住 ま  い  に  つ  い  て  の 総 合 的 な 教 材を 開 発 し て  い ま す 。 総 合 大 学 の強 み を 生 か し 、 学 内 他 学 部 ・学 科 と の 連 携 に  よ る 研 究 も 行  って  い  ま す 。
　 ま た 、 地 域 は さ ま ざ ま な 教

育 資 源 が 埋 も れ て  い ま す 。 そ れら を 掘 り 起 こ  し 、 教 育 に 生 か すこ と に  よ り 、 学 校 教 育 の 充 実 だけ  で は な く 、 地 域 の 諸 問 題 の 解決 、 活 性 化  へ  の 貢 献 を は か  っ  て  いま す 。
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ほ ん と う の 豊 か さ を 問 い 直 し て み よ う 。

【 家 庭 科 教 育 を 通 し て 衣 食 住 へ の 本 質 的 な 興 味 ・ 関 心 を 育 む 】

水 防 災 河 川 学 習

プ ロ グ ラ ム の  作  成

鹿 児 島 市 防 災 ノ ー ト

の 作 成
模 型 教 材 の 作 成

【 家 庭 科 教 育 に 貢 献 す る 実 践 的 教 材 や カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 】

第 一 回

a p pe al p oi nt

a p pe al p oi nt

家 庭 科 教 育 に お け る 「 住 」 の 領 域 に お い て 、I T C や 模 型 を 活 用 し た 汎 用 性 の 高 い 教 材
や カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 し て い ま す 。 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 を は じ め 、 教 育 機 関 と の 共 同 研 究
を  希  望 し て  い  ま す 。

鹿 児 島 県 北 部 豪 雨 災 害 （ 平

成 1 8 年 ） に お け る 課 題 や 東 日

本 大 震 災 時 の 経 験 を 踏 ま え 、

学 校 教 育 に お け る 水 防 災 教 育

を 充 実 さ せ る た め 、 行 政 （ 国

土 交 通 省 川 内 川 河 川 事 務 所 、

さ つ ま 町 ） 、 教  育  現  場 （ さ つ ま

町 立 盈 進 小 学 校 ） 、 教 育 ・ 研

究 機 関 （ 鹿 児 島 大 学 ） が 連 携

し 、 学 校 教 育 の 中 で 体 系 的 に

防 災 教 育 を 行 う こ と の で き る 防

災 学 習 プ ロ グ ラ ム の 開 発 を 行

い ま し た 。

安 心 、 安 全 、 快 適 な 住 環 境 を

シ ミ ュ レ  ー  シ ョ ン  す る  教  材  と し て  、

本 学 理 工 学 研 究 科 の 増 留 ・ 柴

田 研 究 室 の 協 力 を 得 て 縮 尺 1 0

分 の 1 の 模 型 教 材 を 作 成 。 玄

関 、 リ ビ ン グ 、 キ ッ チ ン 、 和 室 、

寝 室 、 子 供 部 屋 の そ れ ぞ れ の

住  ま い  方  を  考  え ら れ  る と と も に  、

６ 室 合 わ せ た 間 取 り の 検 討 も 行

え る よ う に な っ て い ま す 。 今  後

は 、 家 庭 科 の 教 員 の 苦 手 意 識

が 高 い 住 居 領 域 に 対 し 、 有 効

な 教 材 と な る よ う 改 良 を 重 ね 、

全 国 の 教 育 現 場 に 提 供 し た い と

い う 思  い  が  あ り ま す 。

鹿 児 島 市 防 災 教 育 推 進 委 員 会

が 中 心 と な っ て 作 成 し た 教 材 で

す 。 防 災 に 必 要 な 知 識 、 能 力 を

発 達 段 階 に 応 じ て 系 統 的 に 学 習

で き る よ う 小 学 1 ・ 2 年 生 用 、 小

学 3 ～ 6 年 生 用 、 中 学 生 ・ 高 校

生 用 の 3 種 類 を 作 成 。 児 童 、 生

徒  が  考 え た こ と や  調 べ た こ と を

書 き 込 め る ノ ー ト 型 と し 、 緊 急 時

に は 携 帯 し 活 用 で き る も の を 目

指 し ま し た 。 防 災 や 自 然 災 害 に

対  す る  興  味  ・  関  心  の  き っ  か  け  づ

く り と い う ね ら い も あ り ま す 。

生 活 に 関 す る 諸 問 題 の 解 決 に 向 け 、 地 域 と 連 携 し た 共 同 研 究 を 希 望 し て い ま す 。

鹿 大 メ  ッ  セ  ー ジ

産 学 連 携 に 関 す る 相 談 ・ お 問 い 合 わ せ 窓 口 ： 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 9 - 2 8 5 - 8 4 9 1

2 0 0 0 年 3 月

　 京 都 教 育 大 学 教 育 学 部 家 政 学 専 攻 卒 業

2 0 0 2 年 3 月

　 京 都 教 育 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻

　 修 士 課 程 修 了

2 0 0 5 年 3 月

　 京 都 府 立 大 学 大 学 院 人 間 環 境 科 学 研 究 科 博 士 後 期 課 程 生 活 環 境 科学 専 攻

　 単 位 取 得 後 退 学

2 0 0 7 年 3 月

　 博 士  （ 学 術 ）  の 学 位 取 得  （ 京 都 府 立 大 学 ）

K A D AI J O U R N A L N o. 2 1 1 1 2



　 家 庭 科 教 育 学 と は 、 家 庭 生
活 を 中 心 と す る 人 間 の 生 活 に関 す る 学 問 で す 。 近 年 、 地 域社 会 、 家 庭 生 活 が 多 様 化 し 、さ ま ざ ま な 課 題 が 生 じ て き て  いま す 。  一  つ に は 、 生 活 者 の 衣 食住  へ  の 関 心 が 薄 く な  っ  て  い  る と  いう こ と が あ り ま す 。 例 え ば 、現 在 で は 、 質 の 高 い 衣 服 が 安価 で 手 に 入 り 、 １ 年 中 食  べ  た  いも の が 食 べ  れ ま す 。 室 内 は スイ  ッ チ  一  つ で 快 適 な 室 内 環 境 を整 え る こ と が で き 、 便 利 、 快適 が 暮 ら し の 中 の 「 当 た り 前 」に な  っ  て  い ま す 。 し か し 、 そ の当 た り 前 が 災 害 な ど に  よ  っ  て 失わ れ る こ と も あ り ま す 。 日 ごろ か ら 衣 食 住  へ  の 意 識 や 関 心 を高 め 、 自 分 た ち が 主 体 と な  っ  て課 題 を 理 解 し 、 解 決 し て  い  く こと が 必 要 で す 。 生 活  へ  の 意 識 を高 め る た め 、 学 校 教 育 を 中 心に 、 と く に 家 庭 科 教 育 の 視 点か ら 人 間 の 生 活 の 資 質 向 上 をは か る こ と を 目 的 と し て 研 究を 進 め  て  い ま す 。
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谷 崎 潤 一 郎 の 『 陰 翳 礼 讃 』 と い う 本 が あり ま す 。 昭 和 初 期 に 書 か れ た 随 筆 で 、 この 書 の 中 で 、 谷 崎 は 「 暗 が り の 中 に 、 ぼん や り と 見 え そ う で 見 え な い か げ り 、 うつ ろ い 、 そ れ こ そ が 日 本 の 住 ま い 、 日 本

の 美 で あ る 」 と し て 礼 讃 し て い ま す 。 人 間 は 本 来 、 闇 を 畏 れ る 生き 物 で 、 そ れ は 動 物 と し て の 本 能 で す 。 そ の た め 、 西 洋 の 住 ま いの 考 え 方 で は 、 可 能 な 限 り 部 屋 を 明 る く し 、 か げ 、 陰 翳 を 消 す 事に 執 着 し ま し た が 、 日 本 の 住 ま い で は 、 む し ろ そ の 「 か げ 」 を 利用 し 、 陰 翳 の 中 で こ そ 、 生 え る 美 を 作 り 出 し た と 述 べ て い ま す 。そ し て 、 谷 崎 は 「 日 本 の 夜 は 明 る す ぎ る 」 と 嘆 い て い ま す 。
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書 き 込 め る ノ ー ト 型 と し 、 緊 急 時

に は 携 帯 し 活 用 で き る も の を 目

指 し ま し た 。 防 災 や 自 然 災 害 に

対  す る  興  味  ・  関  心  の  き っ  か  け  づ

く り と い う ね ら い も あ り ま す 。

生 活 に 関 す る 諸 問 題 の 解 決 に 向 け 、 地 域 と 連 携 し た 共 同 研 究 を 希 望 し て い ま す 。

鹿 大 メ  ッ  セ  ー ジ

産 学 連 携 に 関 す る 相 談 ・ お 問 い 合 わ せ 窓 口 ： 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー 　 ☎ 0 9 9 - 2 8 5 - 8 4 9 1

2 0 0 0 年 3 月

　 京 都 教 育 大 学 教 育 学 部 家 政 学 専 攻 卒 業

2 0 0 2 年 3 月

　 京 都 教 育 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻

　 修 士 課 程 修 了

2 0 0 5 年 3 月

　 京 都 府 立 大 学 大 学 院 人 間 環 境 科 学 研 究 科 博 士 後 期 課 程 生 活 環 境 科学 専 攻

　 単 位 取 得 後 退 学

2 0 0 7 年 3 月

　 博 士  （ 学 術 ）  の 学 位 取 得  （ 京 都 府 立 大 学 ）
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鹿  大 ト ピ ッ  ク ス

• 南 九 州 市 と 包 括 連 携 協 定 を 締 結

鹿 児 島 大 学 と 南 九 州 市 は 、 3 月 1 3 日 、 包 括 連 携 協 定 を 締 結 し ま し た 。 本 協 定 は 、 そ れ ぞ

れ の 有 す る 資 源 や 機 能 等 の 活 用 を 図 り な が ら 、 幅 広 い 分 野 で 相 互 に 協 力 し 、 地 域 社 会 の

発 展 と 人 材 の 育 成 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し た も の で 、 鹿 児 島 大 学 が 「 地 域 活 性 化 の 中

核 的 拠 点 」 を 目 指 し て 地 域 と の 連 携 を 強 化 す る 取 り 組 み の 一 環 で す 。

南 九 州 市 役 所 知 覧 庁 舎 に お い て 執 り 行 わ れ た 調 印 式 で は 、 前 田 芳 實 学 長 と 塗 木 弘 幸 南 九

州 市 長 に よ る 協 定 書 へ の 署 名 に 続 い て 、 塗 木 市 長 が 「 南 九 州 市 の 強 み で あ る 農 業 や 観 光 な ど 幅

広 い 分 野 に お い て 連 携 協 力 し 、 第 2 次 総 合 計 画 に

掲 げ る 目 標 達 成 に 向 け た ま ち づ く り を 進 め て い き た い 」 と 挨 拶 。 続 い

て 前 田 学 長 か ら 、 「 今 回 の 協 定 締 結 を 機 に 、 お 茶 を は じ め と す る 農 畜

産 物 や 観 光 資 源 な ど 、 豊 か な 食 や 伝 統 工 芸 、 自 然 に 恵 ま れ た 歴 史 あ る

南 九 州 市 と の 連 携 協 働 を 強 化 し 、 『 地 域 活 性 化 の 中 核 的 拠 点 』 を 目 指

す 大 学 と し て 積 極 的 に 地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 し た い 」 と 抱 負 が 述 べ ら

れ ま し た 。

鹿 児 島 大 学 が 県 内 自 治 体 と 連 携 協 定 を 締 結 す る の は 、 本 協 定 で 1 0

例 目 と な り ま す 。 今 後 は 、 主 に 農 作 物 、 獣 害 対 策 、 畜 産 、 園 芸 、 水 産

業 な ど の 分 野 で 、 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー を 中 心 と し た 活 動 を 進 め て

い く 予 定 で す 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 熊 本 大 学 と 合 同 設 置 す る

  「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 」 に 関 す る 協 定 を 締 結

鹿 児 島 大 学 と 熊 本 大 学 は 、 3 月 1 8 日 、 熊 本 大 学 に お い て 、 4 月 に 両 大 学 が 合 同 設 置 し た 「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研

究 セ ン タ ー 」 の 編 成 及 び 運 営 に 関 す る 協 定 を 締 結 し ま し た 。

こ の 「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 」 は 、 鹿 児 島 大 学 難 治 ウ イ ル ス 病 態 制 御 研 究 セ ン タ ー と 熊 本 大 学 エ イ

ズ 学 研 究 セ ン タ ー を 統 合 ・ 再 編 。 そ れ ぞ れ が 有 す る 資 源 を 有 効 に 活 用 す る こ と に よ っ て 、 世 界 的 課 題 で あ る 「 難 治 性 ウ

イ ル ス （ HI V- 1 、 H T L V- 1 、 H B V  及 び そ の 他 の 関 連 す る 難 治 性 ウ イ ル ス ） 感 染 症 」 に つ い て 、 感 染 予 防 と 治 癒 を 目 指 し た

世 界 的 ・ 全 国 的 な 研 究 及 び 教 育 の 総 合 的 推 進 を 図 る た め に 新 た に 設 置 し た も の で す 。

同 セ ン タ ー は 、 単 な る 大 学 間 の 連 携 ・ 協 力 に よ る 運 営 で は な く 、 両 大 学 が 一 体 と

な っ て 運 営 す る 研 究 組 織 を 設 置 す る も の で 、 各 大 学 の 抱 え る 人 的 ・ 財 的 問 題 を 解 消

し 、 新 た な 研 究 拠 点 を 構 築 ・ 活 性 化 す る た め の 画 期 的 な 取 り 組 み で す 。

同 セ ン タ ー の 合 同 設 置 に よ り 、 新 た な ワ ク チ ン や 治 療 薬 の 開 発 、 若 手 研 究 者 の 育

成 、 海 外 研 究 機 関 と の 連 携 強 化 な ど 、 難 治 性 ウ イ ル ス 感 染 症 の 撲 滅 を 目 指 し た 研 究

及 び 教 育 が 活 発 化 す る こ と が 期 待 さ れ ま す 。

協 定 書 締 結 式 で は 、 前 田 芳 實 鹿 児 島 大 学 学 長 と 原 田 信 志 熊 本 大 学 学 長 が 協 定 書 に

署 名 し 、 新 セ ン タ ー の 編 成 や 運 営 に 関 す る 重 要 事 項 に つ い て 確 認 し ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 教 育 学 部 の 池 川 直 教 授 が

  平 成 3 0 年 度 （ 第 7 5 回 ） 日 本 芸 術 院 賞 を 受 賞

3 月 2 2 日 、 鹿 児 島 大 学 教 育 学 部 の 池 川 直 教 授 が 制 作 し た 彫 塑 「 時 の 旅 人 」 （ 平 成 3 0 年 度 改

組 新 第 ５ 回 日 展 出 品 作 ） が 日 本 芸 術 院 賞 を 受 賞 し ま し た 。

日 本 芸 術 院 賞 は 、 卓 越 し た 芸 術 作 品 と 認 め ら れ る も の を 制 作 し た 者 及 び 芸 術 の 進 歩 に 貢

献 す る 顕 著 な 業 績 が あ る と 認 め ら れ る 者 に 授 与 さ れ る も の で 、 6 月 、 東 京 上 野 の 日 本 芸 術 院

会 館 に お い て 挙 行 さ れ た 授 賞 式 に は 、 天 皇 皇 后 が 行 幸 啓 さ れ ま し た 。

受 賞 作 の 「 時 の 旅 人 」 は 、 人 物 2 人 と 犬 を 組 み 合 わ せ た 1 9 5 c m  の 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク

製 の 群 像 で 、 古 代 か ら の メ ッ セ ー ジ に 気 付 か な け れ ば な ら な い と い う 思 い を 込 め た と の こ

と で す 。 ま た 、 寄 り 添 う 犬 に は 、 数 年 前 に 亡 く し た 愛 犬 の 姿 を 重 ね た そ う で す 。

2 0 1 9. 3  - 2 0 1 9.6

受 賞 作 「 時 の 旅 人 」
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• 南 九 州 市 と 包 括 連 携 協 定 を 締 結

鹿 児 島 大 学 と 南 九 州 市 は 、 3 月 1 3 日 、 包 括 連 携 協 定 を 締 結 し ま し た 。 本 協 定 は 、 そ れ ぞ

れ の 有 す る 資 源 や 機 能 等 の 活 用 を 図 り な が ら 、 幅 広 い 分 野 で 相 互 に 協 力 し 、 地 域 社 会 の

発 展 と 人 材 の 育 成 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し た も の で 、 鹿 児 島 大 学 が 「 地 域 活 性 化 の 中

核 的 拠 点 」 を 目 指 し て 地 域 と の 連 携 を 強 化 す る 取 り 組 み の 一 環 で す 。

南 九 州 市 役 所 知 覧 庁 舎 に お い て 執 り 行 わ れ た 調 印 式 で は 、 前 田 芳 實 学 長 と 塗 木 弘 幸 南 九

州 市 長 に よ る 協 定 書 へ の 署 名 に 続 い て 、 塗 木 市 長 が 「 南 九 州 市 の 強 み で あ る 農 業 や 観 光 な ど 幅

広 い 分 野 に お い て 連 携 協 力 し 、 第 2 次 総 合 計 画 に

掲 げ る 目 標 達 成 に 向 け た ま ち づ く り を 進 め て い き た い 」 と 挨 拶 。 続 い

て 前 田 学 長 か ら 、 「 今 回 の 協 定 締 結 を 機 に 、 お 茶 を は じ め と す る 農 畜

産 物 や 観 光 資 源 な ど 、 豊 か な 食 や 伝 統 工 芸 、 自 然 に 恵 ま れ た 歴 史 あ る

南 九 州 市 と の 連 携 協 働 を 強 化 し 、 『 地 域 活 性 化 の 中 核 的 拠 点 』 を 目 指

す 大 学 と し て 積 極 的 に 地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 し た い 」 と 抱 負 が 述 べ ら

れ ま し た 。

鹿 児 島 大 学 が 県 内 自 治 体 と 連 携 協 定 を 締 結 す る の は 、 本 協 定 で 1 0

例 目 と な り ま す 。 今 後 は 、 主 に 農 作 物 、 獣 害 対 策 、 畜 産 、 園 芸 、 水 産

業 な ど の 分 野 で 、 産 学 ・ 地 域 共 創 セ ン タ ー を 中 心 と し た 活 動 を 進 め て

い く 予 定 で す 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 熊 本 大 学 と 合 同 設 置 す る

  「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 」 に 関 す る 協 定 を 締 結

鹿 児 島 大 学 と 熊 本 大 学 は 、 3 月 1 8 日 、 熊 本 大 学 に お い て 、 4 月 に 両 大 学 が 合 同 設 置 し た 「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研

究 セ ン タ ー 」 の 編 成 及 び 運 営 に 関 す る 協 定 を 締 結 し ま し た 。

こ の 「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 」 は 、 鹿 児 島 大 学 難 治 ウ イ ル ス 病 態 制 御 研 究 セ ン タ ー と 熊 本 大 学 エ イ

ズ 学 研 究 セ ン タ ー を 統 合 ・ 再 編 。 そ れ ぞ れ が 有 す る 資 源 を 有 効 に 活 用 す る こ と に よ っ て 、 世 界 的 課 題 で あ る 「 難 治 性 ウ

イ ル ス （ HI V- 1 、 H T L V- 1 、 H B V  及 び そ の 他 の 関 連 す る 難 治 性 ウ イ ル ス ） 感 染 症 」 に つ い て 、 感 染 予 防 と 治 癒 を 目 指 し た

世 界 的 ・ 全 国 的 な 研 究 及 び 教 育 の 総 合 的 推 進 を 図 る た め に 新 た に 設 置 し た も の で す 。

同 セ ン タ ー は 、 単 な る 大 学 間 の 連 携 ・ 協 力 に よ る 運 営 で は な く 、 両 大 学 が 一 体 と

な っ て 運 営 す る 研 究 組 織 を 設 置 す る も の で 、 各 大 学 の 抱 え る 人 的 ・ 財 的 問 題 を 解 消

し 、 新 た な 研 究 拠 点 を 構 築 ・ 活 性 化 す る た め の 画 期 的 な 取 り 組 み で す 。

同 セ ン タ ー の 合 同 設 置 に よ り 、 新 た な ワ ク チ ン や 治 療 薬 の 開 発 、 若 手 研 究 者 の 育

成 、 海 外 研 究 機 関 と の 連 携 強 化 な ど 、 難 治 性 ウ イ ル ス 感 染 症 の 撲 滅 を 目 指 し た 研 究

及 び 教 育 が 活 発 化 す る こ と が 期 待 さ れ ま す 。

協 定 書 締 結 式 で は 、 前 田 芳 實 鹿 児 島 大 学 学 長 と 原 田 信 志 熊 本 大 学 学 長 が 協 定 書 に

署 名 し 、 新 セ ン タ ー の 編 成 や 運 営 に 関 す る 重 要 事 項 に つ い て 確 認 し ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 教 育 学 部 の 池 川 直 教 授 が

  平 成 3 0 年 度 （ 第 7 5 回 ） 日 本 芸 術 院 賞 を 受 賞

3 月 2 2 日 、 鹿 児 島 大 学 教 育 学 部 の 池 川 直 教 授 が 制 作 し た 彫 塑 「 時 の 旅 人 」 （ 平 成 3 0 年 度 改

組 新 第 ５ 回 日 展 出 品 作 ） が 日 本 芸 術 院 賞 を 受 賞 し ま し た 。

日 本 芸 術 院 賞 は 、 卓 越 し た 芸 術 作 品 と 認 め ら れ る も の を 制 作 し た 者 及 び 芸 術 の 進 歩 に 貢

献 す る 顕 著 な 業 績 が あ る と 認 め ら れ る 者 に 授 与 さ れ る も の で 、 6 月 、 東 京 上 野 の 日 本 芸 術 院

会 館 に お い て 挙 行 さ れ た 授 賞 式 に は 、 天 皇 皇 后 が 行 幸 啓 さ れ ま し た 。

受 賞 作 の 「 時 の 旅 人 」 は 、 人 物 2 人 と 犬 を 組 み 合 わ せ た 1 9 5 c m  の 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク

製 の 群 像 で 、 古 代 か ら の メ ッ セ ー ジ に 気 付 か な け れ ば な ら な い と い う 思 い を 込 め た と の こ

と で す 。 ま た 、 寄 り 添 う 犬 に は 、 数 年 前 に 亡 く し た 愛 犬 の 姿 を 重 ね た そ う で す 。

2 0 1 9. 3  - 2 0 1 9.6

受 賞 作 「 時 の 旅 人 」

T o pi cs
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• 共 同 獣 医 学 部 が 獣 医 学 教 育 評 価 に お い て

  「 基 準 に 適 合 し て い る 」 と 認 定 さ れ ま し た

共 同 獣 医 学 部 は 、 4 月 1 日 、 公 益 財 団 法 人 大 学 基 準 協 会 の 「 獣 医 学 教 育 評 価 」 に お

い て 「 基 準 に 適 合 し て い る 」 と 認 定 さ れ ま し た 。

こ の 評 価 は 、 大 学 基 準 協 会 が 、 獣 医 学 教 育 学 士 課 程 の 水 準 の 向 上 を は か る と と も

に 、 評 価 を 通 じ て 、 獣 医 学 教 育 学 士 課 程 の 質 を 社 会 に 対 し て 広 く 保 証 す る こ と を 目

的 と し て 判 定 す る も の で 、 全 国 獣 医 系 国 立 大 学 1 0 校 （ う ち ８ 校 は 、 ２ 校 ず つ 連 携 し

て 共 同 獣 医 学 過 程 を 運 営 ） の 中 で 最 初 の 認 定 取 得 と な り ま し た 。 本 評 価 に お い て 「 基

準 に 適 合 し て い る 」 と 判 定 さ れ る こ と は 、 獣 医 学 教 育 は も と よ り 、 組 織 の 取 り 組 み 、

運 営 体 制 な ど が 評 価 さ れ た こ と に な り ま す 。

共 同 獣 医 学 部 は 、 平 成 2 4 年 に 本 学 9 番 目 の 学 部 と し て 設 置 さ れ て 以 来 、 豊 か な 人 間 性 と 正 し い 倫 理 観 を 持 っ た 国 際 社 会

に 貢 献 で き る 専 門 性 の 高 い 獣 医 師 を 養 成 す べ く 、 教 育 や 研 究 に 取 り 組 ん で き ま し た 。 今 回 の 評 価 結 果 は 、 そ れ ら の 取 り

組 み が 高 く 評 価 さ れ た 結 果 と 捉 え ら れ ま す 。 ま た 、 本 評 価 に お い て 指 摘 の あ っ た 検 討 課 題 に つ い て は 、 今 後 、 改 善 に 努 め 、

国 際 水 準 の 獣 医 学 教 育 を 目 指 す 予 定 で す 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 開 所 に 伴 う 除 幕 式 を 開 催

4 月 3 日 、 桜 ヶ 丘 キ ャ ン パ ス に お い て 「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 」 開 所 に 伴 う 鹿 児 島 大 学 キ ャ ン パ ス 銘

板 除 幕 式 を 開 催 し ま し た 。

「 ヒ ト レ ト ロ ウ イ ル ス 学 共 同 研 究 セ ン タ ー 」 は 、 鹿 児 島 大 学 の 「 難

治 ウ イ ル ス 病 態 制 御 研 究 セ ン タ ー 」 と 熊 本 大 学 の 「 エ イ ズ 学 研 究

セ ン タ ー 」 を 統 合 ・ 再 編 し 、 平 成 3 1 年 4 月 1 日 に 両 大 学 が 合 同 で 新

た に 設 置 し た セ ン タ ー で す 。 研 究 部 門 の 統 合 ・ 再 編 に よ り 、 人 的 ・

物 的 資 源 を 戦 略 的 に 再 配 置 し 、 両 セ ン タ ー の 共 通 目 標 で あ る 難 治

性 ウ イ ル ス 感 染 症 の 克 服 を 目 指 し ま す 。

さ ら に 、 両 セ ン タ ー の 融 合 を モ デ ル ケ ー ス と し て 、 地 方 の 国 立

大 学 が 培 っ て き た 強 み を 失 う こ と な く 、 こ れ か ら の 少 子 化 ・ 経 済

情 勢 に 対 応 で き る 、 地 方 国 立 大 学 の 新 た な 連 携 の 在 り 方 を 構 築 す

る こ と が 期 待 さ れ て い ま す 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 農 林 水 産 学 研 究 科 の 設 置 に 伴 う 銘 板 除 幕 式 を 開 催

4 月 3 日 、 農 ・ 獣 医 共 通 棟 に お い て 「 大 学 院 農 林 水 産 学 研 究 科 」 設 置 に 伴 う 銘 板 除 幕 式 を 挙 行 し 、 佐 野 輝 学 長 、 橋 本 文

雄 農 林 水 産 学 研 究 科 長 、 佐 久 間 美 明 副 研 究 科 長 が 銘 板 除 幕 を 行 い ま し た 。

農 林 水 産 学 研 究 科 は 、 農 林 資 源 科 学 、 食 品 創 成 科 学 、 環 境 フ ィ ー ル ド 科 学 、 水 産 資 源 科 学 の 4 専 攻 か ら な る 大 学 院 研 究

科 で 、 本 学 の 農 学 研 究 科 （ 修 士 課 程 ） 及 び 水 産 学 研 究 科 （ 修 士 課 程 ） を 統 合 し て 設 置 し た も の で す 。

I C T  化 等 に よ る 先 進 的 ス マ ー ト 農 畜 林 水 産 業 を 創 出

す る 人 材 や 食 の 安 全 ・ 品 質 保 証 ・ グ ロ ー バ ル 化 に 適 応

可 能 な 人 材 の 養 成 等 、 農 学 分 野 と 水 産 学 分 野 双 方 の 高

度 な 知 識 を 有 す る 人 材 育 成 に 対 応 す る た め 、 既 存 の 農

学 研 究 科 の 3 専 攻 と 水 産 学 研 究 科 の 5 分 野 を 統 合 し ま

し た 。

本 研 究 科 は 、 人 の 健 全 な 生 活 の 基 盤 で あ る 農 林 水 産

業 、 食 、 環 境 、 生 命 科 学 な ど の 分 野 に 関 す る 高 度 な 専

門 教 育 を 行 い 、 農 学 及 び 水 産 学 が 取 り 扱 う 分 野 に お け

る 高 度 な 研 究 ・ 開 発 能 力 を 備 え 、 地 域 に 貢 献 で き る 人

材 、 さ ら に は 世 界 で 活 躍 で き る 人 材 の 養 成 を 目 指 し て

い ま す 。
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• 「 大 学 と 地 域 」 で 佐 野 輝 学 長 が 講 義 を 行 い ま し た

4 月 9 日 、 初 年 次 学 生 向 け の 全 学 必 修 科 目 （ す べ て の 学 部 生 に と っ て 卒 業 要 件 ） 「 大 学 と 地 域 」 で 、 4 月 に 鹿 児 島 大 学 長

に 就 任 し た 佐 野 輝 学 長 が 第 一 回 の 講 師 と し て 登 壇 し 、 講 義 を 行 い ま し た 。

本 科 目 「 大 学 と 地 域 」 は 、 1 年 生 全 員 に 受 講 が 義 務 づ け ら れ た 全 学 必 修 科 目 で す 。

（ 1 ） 論 理 的 思 考 力 等 の 醸 成 、 （ 2 ） 地 域 貢 献 意 欲 を 持 っ た 人 材 の 養 成 、 （ 3 ） 地 域 志 向

マ イ ン ド の 醸 成 に 必 要 な 地 域 特 性 や 優 位 性 、 発 展 可 能 性 の 理 解 を 促 進 、（ 4 ） 上 記 （ 1 ）

～ （ 3 ） を 通 し て 地 元 へ の 就 職 意 欲 を 増 進 す る こ と 、 を 目 的 と し て い ま す 。

今 回 の 講 義 は 、 「 大 学 と 地 域 」 が 展 開 す る 7 テ ー マ の う ち 「 教 育 」 「 医 療 」 を 選 択 し

て い る 学 生 の 講 義 室 で 行 わ れ 、 そ の 他 の 講 義 室 に は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 授

業 収 録 ・ 配 信 シ ス テ ム に よ っ て 中 継 さ れ 、 約 1, 1 0 0 名 の 学 生 が 同 時 に 受 講 し ま し た 。

講 義 の 冒 頭 、 佐 野 学 長 は 、 鹿 児 島 の 多 様 な 自 然 や 産 業 、 工 芸 等 の 技 術 を 紹 介 。 そ

の 後 、 か つ て 薩 摩 藩 が 輩 出 し た 島 津 斉 彬 、 西 郷 隆 盛 、 大 久 保 利 通 な ど 、 明 治 維 新

と 日 本 の 近 代 化 に 重 要 な 役 割 を 果 た し た 人 材 に つ い て 触 れ 、 世 界 に 誇 れ る 特 色 を 持 つ 鹿 児 島 の 地 で こ れ か ら 学 ぶ 新 入 生

を 激 励 し ま し た 。

ま た 、 本 学 の 「 U C L  稲 盛 留 学 生 制 度 」 等 の 海 外 留 学 支 援 制 度 の 説 明 を 行 い 、 「 本 学 の さ ま ざ ま な 留 学 支 援 制 度 を 大 い に

活 用 し 、 わ が 国 を リ ー ド す る よ う な 人 物 と な っ て ほ し い 」 と 語 り ま し た 。

講 義 後 、 学 生 か ら 提 出 さ れ た 受 講 カ ー ド に は 、 「 他 県 か ら 入 学 し て い る の で 、 学 生 生 活 を 通 し て 鹿 児 島 に つ い て も っ と

知 り た い と 思 っ た 。 」 、 「 鹿 児 島 に は 、 火 山 、 生 物 、 南 西 諸 島 な ど た く さ ん の 魅 力 が あ る こ と を 改 め て 実 感 で き た 。 こ れ か

ら 大 学 で 、 こ の 講 義 を 通 し て 地 域 の 特 色 を よ く 理 解 し 、 将 来 、 地 域 に 貢 献 で き る よ う な 人 材 に な っ て い き た い と 思 う 。 」

等 の コ メ ン ト が 見 ら れ 、 今 後 の 学 習 意 欲 を 向 上 さ せ る 機 会 と な っ た こ と が 窺 え ま し た 。

今 後 も 「 大 学 と 地 域 」 で は 、 様 々 な フ ィ ー ル ド で 活 躍 す る 方 を 講 師 と し て 招 聘 す る 予 定 で す 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• ド ロ ー ン で 漂 着 ご み を モ ニ タ リ ン グ 。 工 学 部 の 加 古 真 一 郎 助 教 が

  原 田 環 境 大 臣 と 意 見 交 換 を 行 い ま し た

工 学 部 の 加 古 真 一 郎 助 教 （ 海 洋 土 木 工 学 専 攻 ） は 、 九 州 大 学 の 磯 辺 篤 彦 教 授 ら の グ

ル ー プ で 、 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み に 関 す る 研 究 を 行 っ て い ま す 。 こ の 研 究 は 環 境 省 の 競

争 的 研 究 資 金 「 環 境 研 究 総 合 推 進 費 」 を 利 用 し た も の で す 。

4 月 1 7 日 、 「 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク 官 民 イ ノ ベ ー シ ョ ン 協 力 体 制 」 構 築 に 向 け た 意 見 交 換 と し て 、 加 古 助 教 は 、 磯 辺 教 授 、

香 川 県 環 境 森 林 部 長 、 環 境 管 理 課 長 ら と と も に 原 田 義 昭 環 境 大 臣 を 訪 問 し 、 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み の 回 収 と モ ニ タ リ ン

グ の 取 り 組 み に つ い て 意 見 交 換 を 行 い ま し た 。 加 古 助 教 は 、 ド ロ ー ン を 活 用 し た 空 撮 に よ る 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み の モ

ニ タ リ ン グ 技 術 を 開 発 し て お り 、 鹿 児 島 県 の 吹 上 浜 や 上 甑 島 で の 実 験 の 様 子 を 原 田 大 臣 に 紹 介 し ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 「 麓 」 の 魅 力 を 発 信 ！ 学 生 が 麓 街 歩 き マ ッ プ 第 2 弾 を 制 作 し ま し た

工 学 部 の 鯵 坂 徹 教 授 （ 建 築 学 専 攻 ） の 研 究 室 に 所 属 す る 学 生 ら が 、 こ の ほ ど 「 麓 （ ふ

も と ） 街 歩 き マ ッ プ 」 第 2 弾 を 制 作 し ま し た 。

マ ッ プ で は 、 出 水 麓 、 知 覧 麓 、 入 来 麓 な ど 国 の 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 に 指 定 さ

れ て い る 麓 の 他 、 加 世 田 麓 、 喜 入 麓 な ど 1 4 ヶ 所 を 取 り 上 げ て い ま す 。 学 生 ら が 執 筆 し た

文 章 や 、 撮 影 し た 写 真 ・ キ ャ プ シ ョ ン を 、 鯵 坂 教 授 と 同 研 究 室 の 増 留 麻 紀 子 助 教 が 監 修

し ま し た 。 麓 の 特 徴 や 歴 史 を 分 か り や す く 解 説 し た 、 見 応 え の あ る 内 容 と な っ て い ま す 。

「 麓 」 は 近 世 の 薩 摩 藩 が 統 治 し た 伝 統 的 な 集 落 の こ と で す 。 鹿 児 島 県 と 宮 崎 県 に 約 1 2 0 ヶ 所 点 在 し て お り （ そ の う ち 鹿

児 島 県 は 1 0 0 ヶ 所 ） 、 熊 本 以 北 に は な い 特 徴 的 な 景 観 を 生 み 出 し て い ま す 。 鯵 坂 研 究 室 で は 、 こ れ ら の 麓 を よ り 多 く の 人

に 知 っ て も ら い 、 後 世 に 残 し て い く べ く 、 2 0 1 3 年 （ 平 成 2 5 年 ） 、 「 鹿 児 島 県 建 設 技 術 セ ン タ ー 地 域 づ く り 助 成 事 業 」 の 助

成 を 受 け た こ と を 契 機 に マ ッ プ 制 作 に 着 手 。 学 生 ら は 各 地 の 麓 に 出 向 き 、 建 物 の 調 査 や 住 民 へ の 聞 き 取 り を 行 っ て き ま

し た 。 2 0 1 7 年 に は 街 歩 き マ ッ プ 第 1 弾 を 制 作 。 そ し て こ の ほ ど 、 写 真 の 差 し 替 え や 、 新 た な 研 究 内 容 等 を 追 加 し た 第 2 弾

を 「 米 盛 誠 心 育 英 会 研 究 助 成 事 業 」 の 助 成 に よ り 完 成 さ せ ま し た 。

工 学 部 建 築 学 科 で は 、 長 年 、 教 員 や 学 生 ら が 麓 の 調 査 を 行 っ て き て お り 、 こ の 街 歩 き マ ッ プ

も そ れ ら の 研 究 を 受 け 継 い で で き た も の で す 。

な お 、 こ れ ら の 麓 は 、 5 月 2 0 日 、 鹿 児 島 県 と し て は 初 と な る 日 本 遺 産 （ さ つ ま の 武 士 が 生 き

た 町 ～ 武 家 屋 敷 群 「 麓 」 を 歩 く ～ ） に 認 定 さ れ ま し た 。
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鹿  大 ト ピ ッ  ク ス

• 「 大 学 と 地 域 」 で 佐 野 輝 学 長 が 講 義 を 行 い ま し た

4 月 9 日 、 初 年 次 学 生 向 け の 全 学 必 修 科 目 （ す べ て の 学 部 生 に と っ て 卒 業 要 件 ） 「 大 学 と 地 域 」 で 、 4 月 に 鹿 児 島 大 学 長

に 就 任 し た 佐 野 輝 学 長 が 第 一 回 の 講 師 と し て 登 壇 し 、 講 義 を 行 い ま し た 。

本 科 目 「 大 学 と 地 域 」 は 、 1 年 生 全 員 に 受 講 が 義 務 づ け ら れ た 全 学 必 修 科 目 で す 。

（ 1 ） 論 理 的 思 考 力 等 の 醸 成 、 （ 2 ） 地 域 貢 献 意 欲 を 持 っ た 人 材 の 養 成 、 （ 3 ） 地 域 志 向

マ イ ン ド の 醸 成 に 必 要 な 地 域 特 性 や 優 位 性 、 発 展 可 能 性 の 理 解 を 促 進 、（ 4 ） 上 記 （ 1 ）

～ （ 3 ） を 通 し て 地 元 へ の 就 職 意 欲 を 増 進 す る こ と 、 を 目 的 と し て い ま す 。

今 回 の 講 義 は 、 「 大 学 と 地 域 」 が 展 開 す る 7 テ ー マ の う ち 「 教 育 」 「 医 療 」 を 選 択 し

て い る 学 生 の 講 義 室 で 行 わ れ 、 そ の 他 の 講 義 室 に は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 授

業 収 録 ・ 配 信 シ ス テ ム に よ っ て 中 継 さ れ 、 約 1, 1 0 0 名 の 学 生 が 同 時 に 受 講 し ま し た 。

講 義 の 冒 頭 、 佐 野 学 長 は 、 鹿 児 島 の 多 様 な 自 然 や 産 業 、 工 芸 等 の 技 術 を 紹 介 。 そ

の 後 、 か つ て 薩 摩 藩 が 輩 出 し た 島 津 斉 彬 、 西 郷 隆 盛 、 大 久 保 利 通 な ど 、 明 治 維 新

と 日 本 の 近 代 化 に 重 要 な 役 割 を 果 た し た 人 材 に つ い て 触 れ 、 世 界 に 誇 れ る 特 色 を 持 つ 鹿 児 島 の 地 で こ れ か ら 学 ぶ 新 入 生

を 激 励 し ま し た 。

ま た 、 本 学 の 「 U C L  稲 盛 留 学 生 制 度 」 等 の 海 外 留 学 支 援 制 度 の 説 明 を 行 い 、 「 本 学 の さ ま ざ ま な 留 学 支 援 制 度 を 大 い に

活 用 し 、 わ が 国 を リ ー ド す る よ う な 人 物 と な っ て ほ し い 」 と 語 り ま し た 。

講 義 後 、 学 生 か ら 提 出 さ れ た 受 講 カ ー ド に は 、 「 他 県 か ら 入 学 し て い る の で 、 学 生 生 活 を 通 し て 鹿 児 島 に つ い て も っ と

知 り た い と 思 っ た 。 」 、 「 鹿 児 島 に は 、 火 山 、 生 物 、 南 西 諸 島 な ど た く さ ん の 魅 力 が あ る こ と を 改 め て 実 感 で き た 。 こ れ か

ら 大 学 で 、 こ の 講 義 を 通 し て 地 域 の 特 色 を よ く 理 解 し 、 将 来 、 地 域 に 貢 献 で き る よ う な 人 材 に な っ て い き た い と 思 う 。 」

等 の コ メ ン ト が 見 ら れ 、 今 後 の 学 習 意 欲 を 向 上 さ せ る 機 会 と な っ た こ と が 窺 え ま し た 。

今 後 も 「 大 学 と 地 域 」 で は 、 様 々 な フ ィ ー ル ド で 活 躍 す る 方 を 講 師 と し て 招 聘 す る 予 定 で す 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• ド ロ ー ン で 漂 着 ご み を モ ニ タ リ ン グ 。 工 学 部 の 加 古 真 一 郎 助 教 が

  原 田 環 境 大 臣 と 意 見 交 換 を 行 い ま し た

工 学 部 の 加 古 真 一 郎 助 教 （ 海 洋 土 木 工 学 専 攻 ） は 、 九 州 大 学 の 磯 辺 篤 彦 教 授 ら の グ

ル ー プ で 、 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み に 関 す る 研 究 を 行 っ て い ま す 。 こ の 研 究 は 環 境 省 の 競

争 的 研 究 資 金 「 環 境 研 究 総 合 推 進 費 」 を 利 用 し た も の で す 。

4 月 1 7 日 、 「 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク 官 民 イ ノ ベ ー シ ョ ン 協 力 体 制 」 構 築 に 向 け た 意 見 交 換 と し て 、 加 古 助 教 は 、 磯 辺 教 授 、

香 川 県 環 境 森 林 部 長 、 環 境 管 理 課 長 ら と と も に 原 田 義 昭 環 境 大 臣 を 訪 問 し 、 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み の 回 収 と モ ニ タ リ ン

グ の 取 り 組 み に つ い て 意 見 交 換 を 行 い ま し た 。 加 古 助 教 は 、 ド ロ ー ン を 活 用 し た 空 撮 に よ る 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み の モ

ニ タ リ ン グ 技 術 を 開 発 し て お り 、 鹿 児 島 県 の 吹 上 浜 や 上 甑 島 で の 実 験 の 様 子 を 原 田 大 臣 に 紹 介 し ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 「 麓 」 の 魅 力 を 発 信 ！ 学 生 が 麓 街 歩 き マ ッ プ 第 2 弾 を 制 作 し ま し た

工 学 部 の 鯵 坂 徹 教 授 （ 建 築 学 専 攻 ） の 研 究 室 に 所 属 す る 学 生 ら が 、 こ の ほ ど 「 麓 （ ふ

も と ） 街 歩 き マ ッ プ 」 第 2 弾 を 制 作 し ま し た 。

マ ッ プ で は 、 出 水 麓 、 知 覧 麓 、 入 来 麓 な ど 国 の 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 に 指 定 さ

れ て い る 麓 の 他 、 加 世 田 麓 、 喜 入 麓 な ど 1 4 ヶ 所 を 取 り 上 げ て い ま す 。 学 生 ら が 執 筆 し た

文 章 や 、 撮 影 し た 写 真 ・ キ ャ プ シ ョ ン を 、 鯵 坂 教 授 と 同 研 究 室 の 増 留 麻 紀 子 助 教 が 監 修

し ま し た 。 麓 の 特 徴 や 歴 史 を 分 か り や す く 解 説 し た 、 見 応 え の あ る 内 容 と な っ て い ま す 。

「 麓 」 は 近 世 の 薩 摩 藩 が 統 治 し た 伝 統 的 な 集 落 の こ と で す 。 鹿 児 島 県 と 宮 崎 県 に 約 1 2 0 ヶ 所 点 在 し て お り （ そ の う ち 鹿

児 島 県 は 1 0 0 ヶ 所 ） 、 熊 本 以 北 に は な い 特 徴 的 な 景 観 を 生 み 出 し て い ま す 。 鯵 坂 研 究 室 で は 、 こ れ ら の 麓 を よ り 多 く の 人

に 知 っ て も ら い 、 後 世 に 残 し て い く べ く 、 2 0 1 3 年 （ 平 成 2 5 年 ） 、 「 鹿 児 島 県 建 設 技 術 セ ン タ ー 地 域 づ く り 助 成 事 業 」 の 助

成 を 受 け た こ と を 契 機 に マ ッ プ 制 作 に 着 手 。 学 生 ら は 各 地 の 麓 に 出 向 き 、 建 物 の 調 査 や 住 民 へ の 聞 き 取 り を 行 っ て き ま

し た 。 2 0 1 7 年 に は 街 歩 き マ ッ プ 第 1 弾 を 制 作 。 そ し て こ の ほ ど 、 写 真 の 差 し 替 え や 、 新 た な 研 究 内 容 等 を 追 加 し た 第 2 弾

を 「 米 盛 誠 心 育 英 会 研 究 助 成 事 業 」 の 助 成 に よ り 完 成 さ せ ま し た 。

工 学 部 建 築 学 科 で は 、 長 年 、 教 員 や 学 生 ら が 麓 の 調 査 を 行 っ て き て お り 、 こ の 街 歩 き マ ッ プ

も そ れ ら の 研 究 を 受 け 継 い で で き た も の で す 。

な お 、 こ れ ら の 麓 は 、 5 月 2 0 日 、 鹿 児 島 県 と し て は 初 と な る 日 本 遺 産 （ さ つ ま の 武 士 が 生 き

た 町 ～ 武 家 屋 敷 群 「 麓 」 を 歩 く ～ ） に 認 定 さ れ ま し た 。
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• 堀 之 内 聖 さ ん （ 教 育 学 研 究 科 2 年 ） の 作 品 が

  「 第 6 6 回 県 美 展 」 で 県 美 展 賞 に 選 ば れ ま し た

鹿 児 島 県 美 術 協 会 な ど が 主 催 す る 「 第 6 6 回 県 美 展 」 の 審 査 結 果 が 5 月 1 5 日 公 表

さ れ 、 教 育 学 研 究 科 2 年 の 堀 之 内 聖 （ さ と し ） さ ん の 作 品 「 し じ ま の 向 こ う へ 」 が 、

公 募 の 部 の 最 高 賞 で あ る 県 美 展 賞 に 選 ば れ ま し た 。

公 募 の 部 に は 、 洋 画 ・ 日 本 画 ・ 彫 刻 ・ 工 芸 ・ デ ザ イ ン ・ 写 真 の 6 部 門 に 計 5 9 9 点

の 出 品 が あ り 、 4 1 9 点 が 入 選 し て い ま す 。 （ 堀 之 内 聖 さ ん の 詳 し い 記 事 は  P 1 9 ）

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 中 南 大 学 副 学 長 一 行 が 佐 野 学 長 を 表 敬 訪 問

5 月 2 4 日 、 中 国 ・ 中 南 大 学 の 陶 立 堅 副 学 長 一 行 が 佐 野 学 長 を 表 敬 訪 問 し ま し た 。

中 南 大 学 と は 、 1 9 9 3 年 に 本 学 医 学 部 と 中 南 大 学 の 前 身 で あ る 湖 南 医 科 大 学 と の 間 で 部 局 間 交 流 協 定 を 締 結 し た 後 、

1 9 9 8 年 に は 大 学 間 学 術 交 流 協 定 に 発 展 さ せ 、 以 降 、 医 学 部 の み な ら ず 農 学 部 や 工 学 部 等 、 全 学 的 に 研 究 交 流 及 び 学 生 交

流 が 活 発 に 行 わ れ て お り ま す 。 今 回 は 、 今 後 よ り 一 層 の 学 術 交 流 活 動 を 促 進 す る と と も に 、 両 大 学 の 更 な る 信 頼 関 係 の

醸 成 に 資 す る こ と を 目 的 に 佐 野 学 長 を 表 敬 訪 問 し た も の で す 。

懇 談 に は 、 馬 場 昌 範 理 事 ・ 副 学 長 （ 研 究 ・ 国 際 担 当 ） 、 畝

田 谷 グ ロ ー バ ル セ ン タ ー 長 、 嶽 﨑 俊 郎 医 歯 学 総 合 研 究 科 教 授 、

桑 木 共 之 医 歯 学 総 合 研 究 科 教 授 も 同 席 し 、 佐 野 学 長 か ら の 歓

迎 挨 拶 の 後 、 こ れ ま で の 交 流 実 績 や 来 訪 履 歴 、 研 究 分 野 な ど 、

今 後 の 活 発 な 学 術 交 流 活 動 の 継 続 に つ い て 、 和 や か に 歓 談 が

行 わ れ ま し た 。

表 敬 訪 問 の 後 は 、 会 場 を 移 し 、 王 鋼 理 工 学 研 究 科 教 授 を メ

ン バ ー に 加 え 、 今 後 の 交 流 に 関 す る 意 見 交 換 会 が 行 わ れ ま し

た 。 意 見 交 換 会 で は 、 奨 学 金 や 学 生 の 留 学 期 間 等 、 主 に 学 生

交 流 に 関 す る 事 項 に つ い て 意 見 を 交 わ し 、 今 後 の 交 流 の 更 な

る 発 展 へ の 契 機 と な り ま し た 。

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

• 国 際 島 嶼 教 育 研 究 セ ン タ ー 奄 美 分 室 が 、 移 転 見 学 会 ･ 講 演 会 を 開 催 し ま し た

6 月 1 日 、 国 際 島 嶼 教 育 研 究 セ ン タ ー 奄 美 分 室 の 移 転 見 学 会 お よ び 移 転 記 念 式 ・ 講 演 会 が 奄 美 市 で 開 催 さ れ ま し た 。 こ

れ は 、 2 0 1 9 年 3 月 末 に 、 同 セ ン タ ー 奄 美 分 室 が 、 奄 美 市 名 瀬 柳 町 か ら 港 町 の 紬 会 館 6 階 に 移 転 し た こ と を 記 念 し 、 開 催 し

た も の で す 。

本 学 か ら は 、 佐 野 輝 学 長 、 岩 井 久 理 事 、 河 合 渓 セ ン タ ー 長 ら が 出 席 し 、 朝 山 毅 奄 美 市 長 ら と と も に 、 新 装 な っ た 奄

美 分 室 を 見 学 し ま し た 。 そ の 後 、 奄 美 観 光 ホ テ ル で 記 念 式 典 と 記 念 講 演 会 が 行 わ れ 、 約 7 0 名 の 参 加 者 が 、 講 演 に 耳 を 傾

け て い ま し た 。
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鹿 児 島 大 学 は 、 地 域 活 性 化 の 中 核 的 拠 点 と し て 、 学 生 の グ ロ ー バ ル 教 育 の 推 進 や

地 域 に 貢 献 す る 人 材 の 育 成 な ど 教 育 研 究 支 援 の 強 化 に 取 り 組 む た め 、 鹿 大 「 進 取 の 精

神 」 支 援 基 金 を 創 設 し 、 寄 附 の ご 協 力 を お 願 い し て お り ま す 。

つ き ま し て は 、 本 基 金 の 趣 旨 に ご 賛 同 い た だ き 、 皆 様 の ご 協 力 を 賜 り ま す よ う 、 よ ろ

し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

な お 、 本 学 へ の 寄 附 に つ き ま し て は 、 所 得 税 法 、 法 人 税 法 上 の 優 遇 措 置 の 対 象 と な

り ま す  。

鹿 大 「 進 取 の 精 神 」 支 援 基 金 へ の ご 寄 附 の お 願 い

鹿 児 島 大 学 総 務 課 基 金 ・ 渉 外 係

T E L ：0 9 9- 2 8 5- 3 1 0 1 　 F A X ：0 9 9- 2 8 5- 7 0 3 4

E- m ail ： s- ki ki n @ k u a s. k a g o s hi m a- u. a c.j p

基 金 ホ ー ム ペ ー ジ ： htt p s: / / w w w. k a g o s hi m a- u. a c.j p / kif u ki n /

お 問 い 合 わ せ 先

• 令 和 元 年 度 名 誉 教 授 称 号 記 授 与 式 を

  挙  行 し ま し た

6 月 2 7 日 、 事 務 局 特 別 会 議 室

に お い て 、 令 和 元 年 度 名 誉 教 授

称 号 記 授 与 式 を 挙 行 し ま し た 。

名 誉 教 授 の 称 号 は 、 本 学 の 教

授 と し て 1 5 年 以 上 在 籍 し 、 教 育

上 、 学 術 上 ま た は 本 学 の 運 営 上

特 に 功 績 が あ っ た 等 の 方 に 授 与

す る も の で す 。 今 年 度 は 1 5 名 の

先 生 方 に 名 誉 教 授 の 称 号 を 授 与 す る こ と と な り 、 式 に 出 席 さ れ た 9

名 の 先 生 方 に 、 佐 野 輝 学 長 が 称 号 記 を 授 与 し ま し た 。

佐 野 学 長 は 挨 拶 の 中 で 「 先 生 方 の ご 功 績 を 称 え 、 名 誉 教 授 の 称 号

記 を 授 与 で き ま す こ と を 心 か ら お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。 」 と 祝 辞 を 述

べ る と と も に 、 「 先 生 方 に お か れ ま し て は 、 法 人 化 前 後 も 含 め 、 大

学 改 革 が 求 め ら れ て い る 激 動 の 時 期 に も 、 本 学 を し っ か り 支 え て い

た だ き ま し た 。 こ れ か ら も ご 助 言 や ご 支 援 を い た だ き 、 大 学  O B  と

し て 、 ま た 大 学 の 応 援 団 と し て 、 本 学 の た め に お 力 を い た だ け れ ば

と 願 い ま す 」 と 長 き に わ た り 本 学 に 貢 献 さ れ た 先 生 方 に 謝 意 を 表 し

ま し た 。

授 与 式 後 は 、 学 長 、 理 事 及 び 各 学 部 長 ・ 研 究 科 長 ら と の 懇 談 会 が

行 わ れ ま し た 。
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進 め ! 
鹿 大 生

座 右 の 銘

「 正 し  い 答 え が人 生 の す  べ  て じ  ゃな  い で  し  ょ う ？ 」

自 然 の 表 情 や 多 彩 な 生 命 体 の 描 写 を 通 じ て 、 自 分 の 世 界 観 を 表 現 し 続 け た い 。

第 6 6 回 鹿 児 島 県 美 展 に お い て 県 美 展 賞 受 賞

堀 之 内 聖  さ ん（ 教 育 学 研 究 科 2 年 ）

S at o s hi H o ri n o u c hi

受 賞 作 「 し じ ま の 向 こ う へ 」
は 、 森 に た た ず む 人 物 や 花 、 動物 を 繊 細 な 筆 致 で 描 き 、 審 査 員の 高 い 評 価 を 得 ま し た 。  「 オ リン ピ ッ ク な ど 明 る い ム ー ド が ある 一 方 、 事 故 な ど 暗 い 現 実 も ある 。 人 の 生 死 や 生 命 力 の 向 か う方 向 を 表 現 し ま し た 」

精 緻 な 筆 づ か い の 写 実 的 な
作 風 で す が 、  「 き れ い に 描 く ので は な く 、 現 実 に は 存 在 し ない 景 色 を 創 り だ し て 自 分 の 世界 観 を 表 現 す る 」 こ と を 意 識し て い ま す 。  「 感 覚 的 な 人 間 では な く 、 経 験 と 鍛 錬 に よ っ て積 み 上 げ て い く タ イ プ 」 と 自己 を 分 析 。 画 題 の 着 想 を 得 るた め 、 ひ と り 野 山 を 歩 き 回 るこ と も あ れ ば 、 い ろ い ろ な 街や 人 に 会 い に 出 か け る こ と も 。「 見 た 景 色 に 影 響 を 受 け や す い性 質 」 と 笑 い な が ら も 、 創 作の ヒ ン ト と な る 情 報 の 収 集 に余 念 が あ り ま せ ん 。

美 術 の 道 を あ き ら め 、 他 学
部 へ の 進 学 を 考 え た 時 期 も あり ま し た が 、 子 ど も の 頃 か ら好 き だ っ た 道 を 選 び ま し た 。「 周 囲 か ら 反 対 さ れ た 時 期 も あり ま し た が 、 努 力 し 続 け る こと で 証 明 で き れ ば 」  。 次 に 描 き始 め た 作 品 で は 、 具 象 に 抽 象を 取 り 入 れ る 新 し い 作 風 へ の挑 戦 に 取 り 組 ん で い ま す 。

ス ヌ ー ピ ー で  有  名  な  チ ャ ー ル ズ ・ M ・ シ ュ ル ツ の  漫  画 「 ピ ー ナ ッ

ツ 」 に 登 場 す る チ ャ ー リ ー ・ ブ ラ ウ ン の セ リ フ の 一 節 で す 。 上

手 く い か ず に 悩 ん で い る 時 は 、 つ い 正 解 を 探 そ う と 必 死 に

な っ て し ま い ま す 。 そ ん な 時 は こ の 言 葉 を 思 い 浮 か べ ま す 。 作

品 制 作 は 失 敗 の 繰 り 返 し で す が 、 こ の 過 程 が あ っ て こ そ 今 に

繋 が る の だ と 思 い ま す 。 人 生 も ま た 、 制 作 の 段 階 と 重 な る も

の が あ る の で は な い で し ょ う か 。

「 し じ ま の 向 こ う へ 」 2 0 1 9

「 明 日 へ の 座 標 」 2 0 1 8
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「 南 九 州 か ら 世 界 に羽 ば た く グ  ロ ー カ ル 教 育 研 究 拠 点鹿 児 島 大 学 」  を 目 指 し て
特 集

● 編 集 ・ 発 行 ／ 鹿 児 島 大 学 広 報 セ ン タ ー

〒 8 9 0 - 8 5 8 0 鹿 児 島 市 郡 元 一 丁 目 2 1 番 2 4 号 　 T E L : 0 9 9 - 2 8 5 - 7 0 3 5 　 F A X : 0 9 9 - 2 8 5 - 3 8 5 4 　 E - m ail : s b u n s h o @ k u a s . k a g o s hi m a - u. a c.j p

2 0 1 9 年 7 月 発 行

　 鹿 児 島 市 谷 山 港 か ら 出 航 し た 水 産 学 部 附 属 練 習 船 「 か ご し ま 丸 （ 国 際 総 ト ン 数

1, 2 8 4 ト ン ） 」 の 雄 姿 で す 。 短 期 航 海 や 日 帰 り 航 海 を 行 う 「 南 星 丸 」 に 対 し 「 か ご し ま

丸 」 は 日 本 沿 岸 か ら 近 海 、 北 西 太 平 洋 な ど の 遠 洋 区 域 を 実 習 海 域 と し て 1 週 間 か ら

5 0 日 程 度 の 中 長 期 航 海 を 行 い ま す 。 熱 帯 ・ 亜 熱 帯 水 域 に お け る 洋 上 教 育 の た め の

共 同 利 用 拠 点 と し て 、 本 学 水 産 学 部 ・ 大 学 院 の 利 用 は も と よ り 、 他 学 部 ・ 大 学 院 お

よ び 他 大 学 へ の 供 用 が 行 わ れ て い ま す 。 航 海 術 、 高 度 水 産 技 術 の 習 得 に 加 え 、 洋

上 と い う 環  境 を  長  期  体  験  す る こ と に よ り シ ー マ ン シ ッ プ を  養 う 場 と な っ て い ま す 。

　 明 治 維 新 1 5 0 年 の 2 0 1 8 年 、 鹿 児 島 市 と 山 口 市 が 明 治 維

新 1 5 0 年 を 記 念 し た 地 方 創 生 プ ロ ジ ェ ク ト を 展 開 し 、 そ

の 一 環 と し て 、 鹿 児 島 大 学 と 山 口 大 学 の 、 両 農 学 部 が 連

携 協 力 し 、 地 元 の 酒 を 造 る 「 薩 長 同 盟 酒 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を

企 画 し ま し た 。

　 今 回 紹 介 す る 鹿 児 島 大 学 ブ ラ ン ド 焼 酎 「 薩 摩 熱 徒 」 は 、

両 大 学 の 学 生 が 協 力 し 、 鹿 児 島 で 栽 培 し た 酒 米 （ 山 田 錦 ）

と サ ツ マ イ モ （ コ ガ ネ セ ン ガ ン ） を 使 っ て 開 発 ・ 製 造 し た

も の 。 本 学 の 誇 る 篤 姫 酵 母 と 黄 麹 で 醸 さ れ た 、 柔 ら か な

甘 み と 華 や か な 香 り が 特 徴 で す 。

　 な お 、 本 焼 酎 の 命 名 と ラ ベ ル デ ザ イ ン は 鹿 児 島 大 学 の

学 生 に よ る も の で す 。

今 号 の 表 紙  「 水 産 学 部 附 属 練 習 船 か ご し ま 丸 」  

本 格 焼 酎  薩 摩 熱 徒

鹿 大 プ ラ ス で は 、 鹿 児 島 大 学 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー で 販 売 し て い る 鹿 児 島

大 学 の 研 究 ・ 教 育 活 動 の 成 果 と し て 完 成 し た 商 品 を 紹 介 し ま す 。

 本 格 焼 酎 薩 摩 熱 徒 　 容 量 ： 7 2 0 ml 　 度 数 ： 2 5 度 　 価 格 ： 2, 0 0 0 円 （ 8 % 税 込 ） ※ 消 費 税 増 税 に 伴 う 価 格 改 定 の 予 定 あ り

お 求 め ・ お 問 い 合 わ せ 先 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー （ 鹿 児 島 大 学 正 門 横 ）

鹿 大 プ ラ ス

☎ 0 9 9 - 2 8 5 - 3 8 6 4 　 開 館 時 間 ： 月 曜 日 ～ 金 曜 日 （ 休 日 ・ 祝 祭 日 を 除 く ） 　 ９ ： 3 0 ～ 1 6 ： 3 0 （ 昼 休 み 1 3 ： 0 0 ～ 1 4 ： 0 0 ）


